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邦語用語および説明文の一部改訂について

国際木材解剖用語集 (International Glossary Of Terms

used in Wood AnatOmy)は , 1957年国際木材解剖学

者連合 (International AssOciatiOn Of wOOd Anatomists

略称 IAWA)に よって制定 されたもので ある (T″οク.

″οοあ,No_107,1～ 36,1957)。 これは英語によるもので

あったが,その後 1964年 にはフランス語,ドイツ語,イ

タリー語,ポル トガル語,ス ペイン語およびクロアチア

ーセルビア語の対訳をつけた多国語術語集 が刊行 され

た。本用語の邦語訳については,1958年組織と材質研究

会に用語小委員会が設けられ,研究会で検討を重ねて訳

語案を作成,さ らに木材学会会員の意見 を広 く求 めた

後,1964年 国際木材用語集 (和英および定義)と して制

定され,学会誌に掲載された (第 10巻 4号,147～ 166,

1964)。 これに定められた用語は, その後, 木材学会誌

投稿に使用されるとともに,研究・教育における標準の

木材解剖用語として広く用いられてきた。

上述のように定められた用語は広く普及しているが,

今回次の2点 について改訂を行なうことになった。第 1

点は細胞膜 (Cell Wan)を 細胞壁と改め, 関連する用語

もそれにともなって改訂することである。理由は,植物

細胞の最外側をおおう後形質性の構造を細胞壁と呼ぶこ

とが植物学分野で慣用化しており,ま た, しばしば原形

質膜が細胞膜とよばれるので, 細胞膜 (Cell WaH)と 混

乱を生ずることによる。 第 2点は周皮の解説文 (定義)

の改訂で,これはIAWAの用語集 (1964)に おいて,こ

の部分が変更されていたことによる (木材学会制定の用

語は1957年 の用語集によっている)。 これらの改訂は,

1974年第 33回組織と材質研究会において改訂案 を決

め,会誌第 20巻 6号会告に掲載,本年第 131回 理事会

において改訂が決定された。改訂された用語は 46語で

あるが,説明文 (定義)中 の用語をも含めると,用語集

の多数個所を訂正することとなるので,こ こに新たに改

訂版の用語集を作成し,広 く学会会員の使用に供するこ

Al

ととした。

改訂した用語の多くは,1日用語の “膜"を “壁"に置

きかえたものである。“Pit membrane''に ついては意見

が分れ,“壁孔壁"と “壁孔膜"の両方を使用してよいこ

ととした。前者を可とする意見は,それが後形質性の壁

の一部であることを重 く見る立場に立ち,後者を可とす

る意見は,壁 と細胞間層を含むが,細胞間の通路として

mOdifyさ れ,構造上も異なることを重視し, また壁孔

構造の研究の際などに周囲の壁と区別した呼称が好まし

いこと,壁孔膜 pit membraneと して用いるので ceH

membrane,plasma membraneと の混乱はないことなど

実用上好都合で支障がないことによっている。用語を統

一し,混乱を避ける見地からは好ましいことではないが,

過渡的段階における処置として,やむを得ないことであ

った。

改訂に際し,案の作成 。検討に当られた組織と材質研

究会会員 。関係各位に深謝するとともに,今後の普及に

いっそうのご尽力をお願いする次第である。

用  語  集*

略語および記号解説

Am.=北米で使用されている言葉

BCF=British Commonwealth Forcst Terminology,

Pa■ I(1953)か らとった定義

BSI=British Standards lnstitutiOn PublicatiOn B.S.

No.565 ``Glossary of terms applicable to timber,

plywood and joinery"(1949)か らとった定義

IAヽ ZヽA== ``(31ossary  of  ternls  used  in  describing

wOOds,"7″″.レοοあ,36,1-13(1933)か らとった

定義

pl.=複数形

SAF=Society of American Foresters刊 行 の “Forest

Terminology"(1950)か らとった定義

国 際 木 材 解 剖 用 語 集

(International Glossary of Terlns used in wocd Anatol■ y)

国際木材解剖学者連合用語委員会

(Committee on Nomenclature,International AssociatiOn Of wOOd AnatOmists)

*巻末の注および図を参照せ よ。
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Syn.=同 義語

不賛=不賛成な言葉

廃=廃棄された言葉

修=修正された定義

《 ⑭))=文部省学術用語集植物学編 (1956)に よる訳語

であるが本案では採用しないもの

〔〔 〕〕=当用漢字外であるが使用をさまたげないもの

〔 〕=必要に応じて補 う言葉

→=参照すべき項目を示す
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I 和英および定義の部

AmlJO‐ 3uSOShiki・ 網状柔組織一 →Jisoshiki,AmlJo‐ .

Amij6・senk6ban.網 状せん孔板一 ―)senkoban,AmijO‐ .

A8Shuku‐ ate‐ Zai.圧縮あて材― →zai,Asshuku‐ ate‐ .

Ate‐ zai.ぁ て材― →zai,Ate‐ .

Ba‐juhi.晩樹皮― →juhi,Ban‐
.

Ba‐Zai.晩材― →Zai,Ban―・

Besuchad("hekik6.ベ スチャー ド壁孔― ‐→HekikO.

B"6‐jtsoshiki.帽 状柔組織― ―→jososhiki,B6j6‐ .

B6suikei‐ h6sha‐ 80Shiki.紡錘形放射組織一 →hOSha‐

sOshiki, BOsuikei‐ .

B6suikei‐ jisaih6.紡 錘形柔 細胞一 →i3SaihO,BOSui‐

kei― .

B6suikei‐ shigen‐ saih6.紡 錘形:始 1原、細胞 Fusiform

(cambial)initial.一本部あるいは師
*部の軸方向の要素

を生ずる形成層始原細胞;接線面で見た場合に紡錘形

を呈する (IAWA修 )。

BOSui‐SOShiki.紡錘組織 PrOSenChyma・ ―細長くて尖端

が次第に細 くなるような形を持 った細胞の総称。注 :

過去においては柔組織に対応するものとして繊維およ

び仮道管, ときには道管要素をも含めて総称 として用

いられた。

Bunki‐hekik6.分岐壁孔― 一>HCkikO.

Bunpitsusehaih6kangeki.分泌性細胞間げき― →Sai‐

hokangeki.

Buuetsu‐S"hiki.分 裂組織 Meristem.― 活発に細胞分

裂を行ないうる組織で,その分裂によって植物体に新

しい細胞を追カロする。一→bunretsu―soshiki,Chotan‐ お

ょび Keiseis6.

buretsu‐ Sottiki,Ch6tan‐ .頂端分裂組織 Apical me‐

riStem.―苗条および根の生長点における分裂組織。

Bun'ya.分 野 CrOSS‐leld(Syn.Ray crOssing(Am.;不

賛)).―放射断面で見た場合に放射組織の細胞と軸方

向仮道管との接触面がつくる矩形の部分に与えられた

便宜上の用語。主として針葉樹に対して用いられる。

Bun'ya‐ hekik6. :分蜃早E書子L― ―→hekik6, IBun'ya‐

chirOsOidO.チ ロソィ ドTylosoid.一 薄壁のエピセリウ

ム細胞が細胞間道の中に膨大したもの。注:チ ロソイ

ドは壁孔を通らないことでチロースと異なる。

chir6su.チ ロース Tylosis,pl.tyloses.一道管の側壁

の壁孔をとおして,隣接する放射柔細胞または軸方向

柔細胞が膨大し,道管の細胞内こう**の 一部あるいは

全部をふさいだもの。注:チ ロースはきわめてわずか

な場合と非常に多く密集している場合,薄壁と厚壁,

壁孔のあるものとないもの,澱粉 。結晶 。樹脂 。ゴム

質などを含むものと含まないものとがある。

chirOsu,K6heki‐ . 1享 壁 チ ロ ー ス SClerOtiC ty10SiS.―

極端に厚 くて層をなし,かつ木化した細胞壁 と分岐壁

孔を持 ったチロース。石細胞の一種。

ChOkuritsu‐ saih6.直立細胞 Upright ray CCH・ ―長軸

が縦方向の放射組織細胞 (IAWA修 )。 注:こ の種の

細胞は,あ る種の単列放射組織および,あ る種の多列

放射組織の単列部 (典型的には上下の縁の部分)を構

成する。

Ch6tan‐ bunretSu‐ SOShiki.頂 端分裂組織一 ―→bunretSu‐

sOshiki, ChOtan‐ .

Chakan‐ Sen'i.中 間繊維 Intermediate ibre・ ― ―→jiSai‐

hO,B6suikei‐ .

Chi86. :中層― ―→SaihOkan∞・

]D)aiy6‐ sen'i.  代用1嚇i維 SubStitute 

“

re。 一 ―→jiSaih6,

Bosulkcl‐ .

D6kan.道 管 Vesscl(Syn.TraChea).― 細胞が軸方向に

連続 して合体 し,不確定の長さで分節を持 った管状の

構造を形成 しているもの;同類要素との間に有縁壁孔

を持つ (IAWA修 )。

DOka‐ h6sha‐ soshiki‐ kan‐he■ik6.道管放射組織 間壁

子L一 ―,hekib,Ittkan‐ h6sha‐ soshiki― kan‐ .

D6ka可 6‐kad6kan。 道管状仮道管一 ―)kadokan,DOkan―

JO‐・

D6ka‐ senk6.道管せん孔__)senk6,DOkan‐
.

D6ka‐ s6gohekik6.道 管相互壁孔― →hekiko,DOkan‐

sOgo‐ .

DOkan‐yOSo.道 管 要 素 I VCSSel membCr Or CICment

(syn.Vcssel segmcnt(不 賛))。 ―道管を構成する 1個

の細胞 (IAWA)。

dOka‐ y6sO,sen'ij6‐ .繊維状道管要素 Fibriform vessel

member or element.一 比較的直径が小さくて繊維状

仮道管に似た形態の道管要素。

D6kei‐ h6sha‐ soshiki.I司形放射組織一 ―'H16Sha―SOShiki・

DokuritSu‐ ■SOShiki. 独立柔組織一 一)itsOshiki,Doku‐

ritsu‐ .

DOkuritsu‐ obij6‐ jおoshiki. イ虫」11帯 状ラ轟篠l串哉― ―>jasO―

shiki,Dokuritsu‐ obij6‐ .

D6rui‐ y6so.I司 類要素__〉 y6s。 ,DOrui‐ .

D6sei‐h6sha‐ soshiki.同 性放射組織一 →HOSha― SOShiki・

D6sei‐h6sha‐ 80Shiki‐ gata.同性放射組織型― →H6Sha‐

sOshiki.
〔〔飾〕〕
[〔 腟]]
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D6shingata‐ zainai‐ shibu.同 心型材内師部
*一 →Shibu,

Zalnal‐ .

EpiSeriumu.エ ピセリウム Epithelium(Syn.Epithc‐

lial layer).― 細胞間道あるいは細胞間こう**を とりか

こむ分泌細胞の層 (IAWA修 )。

Episeriumu‐ saih6.ェ ピセリウム細胞 Epithehal ccll.一

エピセリウムの細胞。

Feroido‐ saihO.  フ ェロィ ド細胞 Phel10id Cell.― ―→

Koruku‐ soshiki.

Fiburiru.フ イプリル Fibri■ ―光学顕微鏡下で可視の,

細胞壁の糸状構成物。注:条件をつけずにこの用語が

用いられた場合は“ミクロフィブリル"に対 しての“マ

クロフィブリル"と 同義語である。

Fiburiru‐keikaku.フ ィプリル傾角 Fibril angle.―細

胞の長軸 とフィブリルの方向とのなす角度。

Fukug6‐ kank6. 複1合管子L― →kanb,Fukug。―
.

Fukug6‐ saih6kans6.  複合・細胞間層一 ―
'Saih6kanSO,

FukugO‐ .

Furenzoku‐ seich6rin.不 連続生長輪 ― → SeiChOrin,

Furenzoku‐ .

Furuij6‐ hekik6. ふるい*1犬壁子し― →hekiko,Furuijo‐ .

Gai‐ juhi.外樹皮― →juhi,Gai‐
.

Gal‐ k6k6. タト子Lロ ー →K:OkO.

Gaisoku‐ b6j6‐msoshiki.タト佃ll中昌状柔組:織― →jiSOShiki,

Gaisoku‐ b6j6‐ .

Genkeishitsu‐ tai.原形質体 ProtOplaSt―細胞壁によっ

てかこまれた原形質の集まり。

Gensei‐mokubu.原生木部― →mokubu,Gensei‐ .

Ginerin.偽年輪 False annual ring.― 重年輪中の一

つの生長輪 (IAWA修 )。

Gomud6.ゴ ム道 Gum duCt.― ゴム質を含む細胞間道。

Ⅱaj6mon.波状紋― ―→Rippurumaku.

Ⅱan'en‐hekik6. 半縁壁子L― ―,Hekik6.

コ【an'en‐ hekik6・ tsui.半縁壁子L対― ―→hekib‐ tSui,Han'―

Ⅱattank6‐ zai.半環孔材― →Zai,HankankO― .

Ⅱa‐saih6.伴細胞 COmpaniOn Cen.一 師
*管要素の姉

妹細胞でそれ と密接に結合 し,核と欄密な細胞質をも

つ。注:伴細胞はその分化に先だって水平その他の面

で分裂することがある。

ⅡaSei〔 nO〕 .破生 〔の〕LysigenOus.―細胞の破壊または

分解 (溶解)に よって形成 されることを示す。

Ⅱeifuku‐ Saih6.平伏細胞 PrOCumbent ray CeH.― 長軸

〔〔飾〕〕
〔〔腟〕〕

が放射方向の放射組織細胞 (IAWA)。 訳注:Syn_横臥細

胞。

IIeisoku‐hekik6‐ tsui.閉そく壁孔対― ―→hekikO‐ tSui,

I‐Ieisoku‐ .

Ⅱekik6.壁孔 Pit―細胞の二次壁の孔隙およびその孔

隙を外側において閉じる壁 (膜)の総称;内側は細胞

内こう**に 向って開いている。注:主要部分は壁孔こ

う**お よび壁孔壁 (壁孔膜)か らなる(IAWA修 )。 訳注
=

Syn.紋 孔。

壁孔の記述には次のような用語が用いられる:

Besuchado‐ hekik6.ベ スチャード壁孔 VeStured pit

(Syn.CribrifOrm membrane(不賛))。 一壁孔こう**

の全面または一部が二次壁からの突起物でおおわれ

ている有縁壁孔 (IAWA)。

Bunki‐hekik6.分岐壁孔 Ramiform pit.一 石細胞に

見られるように,細い管状の壁孔こう**が接合した

単壁7L(IAWA)。

Ⅱan'en‐ hekik6.半縁壁孔――,hekik6‐ tSui,Han'en‐ .

Πinokigata‐ hekik6.ヒ ノキ型壁孔 CupreSSOid pit.―

早材における分野壁孔の 1型式。卵円形の輪内孔口

を持ち,孔 日の両側における7L日 と壁孔縁までの距

離はいずれも孔回の幅より大きい。典型的なものは

ヒノキに見られる。注:針葉樹のみに用いられる。

Madoi6‐ hekik6.:窓イ大壁fL Ⅵハndow■ ike pit(Syn.

Fenestriform pit).一 ―→IMatsugata‐hekikO.

Mattugata‐hekik6.マ ツ型壁孔 Pinoid pit.―ある種

のマツ属の早材における分野の,やや小型の壁孔に

対する便宜上の用語 (ただし 3″″Sりん′S′″お,2
S′″οιαS等 に見られる大きな窓状壁孔は除く)。 壁孔

縁を全く欠くか,あ るいはわずかに有するのが特徴

であり, 大きさおよび形は変化に富む。訳注:日本産
のマツ属はすべて窓状壁孔である。

M6‐ hekik6.盲壁孔 Bhnd pit(Syn.Air pit(不 賛))。

一隣接する細胞に対応する壁孔がない壁孔。注:ふ

つうは細胞間げきに面した部分に現われる (IAWA
修)。

Senkei‐ hekikO. 線1形壁子L Linear pit.― 正
・
面か ら見

た場合に細長く幅の変化がほとんどない孔口をもつ

壁孔。

Su」 gata‐hekik6.スギ型壁孔 Taxodioid pit.一 早材

における分野壁孔の 1型式。大型の卵円形または円

形の輪内孔口をもち,孔 日の両側における孔口と壁

孔縁までの距離はいずれも孔口の幅よりも小さい。

典型的なものはスギに見られる。注:針葉樹のみに

用いる。
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Ta‐hekik6.単壁孔 Simple pit.― 細胞の二次壁の肥

厚につれて,すなわち細胞内こう**に 向って,壁孔

こう**が次第に広がるか,全 く大きさを変えない

か,あ るいはきわめて徐々に狭くなる壁孔 (IAWA

修)。

T6higata‐hekik6. トゥヒ型壁子L PiceOid pit(Syn・

PicifOrm pit(不 賛)).―早材における分野壁孔の 1

型式。7L口 は幅の狭い,わずかにはみ出した輸出孔

口である。典型的なものは トウヒ属 に見 られ る。

注:針葉樹のみに用いられる。

YOen‐hekik6.有 縁壁子L Bordered pit.一典型的には

壁孔壁 (壁孔膜)が二次壁によってアーチ状におおわ

れ た 壁 孔 。 訳注 :Syn.重 紋 L

hekik6,Bun'y3‐ .分野壁子L CrosS‐■eld pitting・ ―放射

断面において放射組織細胞の細胞壁とそれに接する軸

方向仮道管の細胞壁によって作られた四角形の中に現

われる壁孔の状態。

hekik6,D6kath6sha‐ soshiki‐ ka‐.道管放射組織間

壁孔 Ray‐vessel pitting.一放射組織細胞と道管要素の

間の壁孔の状態。注:二三の解剖学者は次に示すよう

な型を区別している ;Gash‐ hkc,horizontal‐ ; Gash‐

like, vertical‐ ;  Kidney‐shaped;  Large roundcd;

Similar to thc intervascular pitting.

hekik6,D6ka‐ s6go・ .道管相互壁孔 InterVaSCular pit‐

ting.一 (a)広義には通水要素同志の間の壁孔の状態。

(b)狭義には道管要素同志の間の壁孔の状態。

hekik6,Furuij6‐ . ふるい*'伏壁子L SieVe pitting.一ノlヽ型

の壁孔がふるいの目のように群をなして集まった配列

(IAWA)。

hekik6,Ⅱ enpuku‐. 片複壁子L Unilaterally COmpOund

pitting.-1個の壁孔が隣接する細胞の 2個以上の小

型の壁孔と対をなしている状態 (IAWA)。

hekik6,Kaidan.階 段壁孔 SCalarifOrm pitting。 一細長

い,あ るいは線形の壁孔が梯子状に連続して配列され

た状態 (IAWA)。

hekik6,K6g∝ 交互壁孔 Alternate pitting.― 斜方向

の列をなして何列も並んだ壁孔の配列。注:壁孔が密

集している場合には,壁孔縁の輪郭は正面から見た場

合に六角形になる傾向がある。

hekik6,TairetSu‐ .対列壁:子L OppOSite pitting・ ―水平

方向の列をなして, 2な いし数個ずつ並ぶ壁孔の配列

(IAWA)。 注:壁孔が密集している場合には,壁孔縁

の輪郭は正面から見た場合に四角形になる傾向があ

る。

Hekik6‐d6.壁孔道 Pit Canal・ 一有縁壁孔において細胞

内こう**か ら壁孔室に至る通路。注:厚壁の細胞にお

ける単壁孔は,一般に壁孔道類似の壁孔こう**を もつ

(IAWA)。

Ⅱekik6‐en.壁孔緑 Pit bOrder.―有縁壁孔で二次壁が

アーチ状におおいかぶさった部分 (IAWA)。 《へり〔膜

孔の〕①》

Ⅱekik6‐heki(‐maku)壁:子Щ 壁:子L層真)Pit membrane.

―壁孔こう**を外側において閉じる細胞間層および一

次壁の部分 (IAWA修 )。 壁孔壁 (壁孔膜)の 中央部の

厚くなった部分は トールスと呼ばれている。注:ヒ マ

ラヤスギ属 G″″Sの場合のようにふちにぎざぎざの

あるトールスはきょ歯状 トールスと呼ばれている。

《閉鎖膜③)

hekik6・iki,Ichiji‐ .――次壁子L域 Primary pit‐ leld(Syn・

PrimOrdial pit(IAWA)).― 細胞間層および一次壁の

薄くなった部分で,その部分には 1個以上の壁孔対が

発達するのが普通である。

Ⅱekik6‐k6.壁 孔 こう**Pit CaVity・ ―壁孔壁 (壁孔膜)

から細胞内こう**に至るまでの全空間 (IAWA)。

Ⅱekik6‐maku.壁 子L膜 → Hekik6‐ heki・

Iekik6‐shitsu.壁孔室 Pit Chamber.一壁孔壁 (壁孔膜)

と,アーチ状におおいかぶさった壁孔縁との間の空間

(IAWA)。 《室 〔膜孔の〕⑬》。

Ⅱekik6‐tsui.壁孔対 Pit‐ pair・ ―隣接する二つの細胞の

間で相対応する二つの壁孔 (IAWA)。

hekik6‐tsui,Ⅱ an'e‐.半縁壁孔対 Half‐ bordered pit‐

pair.―隣接する二つの細胞の間で単壁孔と有縁壁孔が

一つの対をなしたもの (IAWA)。

hekik6‐ tsui,Ⅱ eisoku‐ .閉そく壁孔対 Aspirated pit‐

pair.一 トールスが側方に片寄って一方の孔口を閉じた

状態になっている有縁壁孔対。

hek■ 6‐優ui,Ta‐ .単壁孔対 Simple pit‐ pair・ ―隣接す

る二つの細胞の間で単壁孔同志が一つの対をなしたも

の。

heklk6‐tsui,Yte■ .有縁壁孔対 BOdered pit‐ pair・ 一

隣接する二つの細胞の間で有縁壁孔同志が一つの対を

なしたもの。

Hempuku‐hekik6.片複壁子L一 ―→hekik6,Henpuku‐・

ⅡenZai. 辺材 SapWOOd(Syn.Alburnum(廃 )).一 材の

中で生立時に生きた細胞と貯蔵物質 (た とえば澱粉)

をもっている部分。げ・ShinZai・

henzal,Naib‐.内部辺材 InCluded SapW00d(Syn・

Double sapwoOd(不 賛),Internal SapWOOd).一 心材に

かこまれていながら外観と材質が辺材に類似する材。
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正常の辺材のように生きた細胞が存在することはない

が,貯蔵物質は残っている場合もある。

ⅡimOku.皮目 LenticeL―周皮の特殊化した部分で,

いろいろの形をとるがしばしばレンズ形であり,き わ

めてわずかにコルク化しただけの細胞が疎に配列して

いる;他の部分では不透過性の周皮がこの部分を通し

てガス交換を行なうのに役立っている。

Iinokigata‐ hekik6.ヒ ノキ型壁孔――
'Hckiko.Ⅱ

“

pari‐ ate‐ Zai.引張あて材――→Zai,Hippari― ate‐ .

Πis6.皮層 COrteX.一 茎または根の表皮あるいはコルク

組織と維管束系の間にある一次基本組織。

H6kei・ saih6.方形細胞 Square ray cen.―放射断面で

見た場合にほぼ四角形の放射組織細胞。注:こ の種の

細胞は,あ る種の単列放射組織およびある種の多列放

射組織の単列部 (典型的には上下の縁の部分)を構成

する。ε∫.ChOkuritsu‐ saih6.

】16sha‐fukug6‐ kankO. 放射複合管子L― → kank6,

Fukug6-.

Ⅱ6sha‐j080Shiki.放射柔組織―→jtsOshiki,HOsha―
.

Ⅱ6sha‐kad6kan.放射仮道管―→kadOkan,Hosha― .

ⅡOSha・ nynkan.放射乳管―→ nytkan,H6sha‐ .

Ⅱ6sha‐ 80Shiki.放 射組織 Ra■ ―形成層によって形成さ

れ,木部および師*部の中を放射方向に伸びた リボ ン

状の細胞群 (IAWA修 )。 注 :Medullary rayぉ ょび

Pith rayと いう用語は現在では一次皮層と髄とを結ぶ

柔組織のみに用いられる。訳注:Syn.髄線,射出線。

1933年版の用語集では,異性放射組織および同性放

射組織は次のように定義されている:

Isei‐ h6sha‐ 80Shiki.異 性放射組織 HeterOgeneous

ray.―形態的に異なった型の細胞によって構成され

た本部放射組織 (典型的なものは,放射方向に長い

細胞からなる多列部と,垂直方向に長い細胞あるい

は放射方向 。垂直方向の長さがほぼ等しい細胞から

なる単列部をもつ)。

D6sei‐ h6sha‐ sOshiki.同 性放射組織 Homogeneous

ray.―放射方向に長い細胞によって構成された木部

放射組織。

上記の定義の不都合な点は,方形あるいは直立細胞

のみによって構成された個々の放射組織について触れ

ていないことである。このような放射組織は,言葉ど

おりに解釈すれば明らかに同性 である。しかしなが

ら,こ のようなものは明らかに異性の多列放射組織に

伴って単列の組織として出現するのが普通であって,

さらに下等な型の異性放射組織型の重要な構成要素と

考えることができる。このために木材解剖学者の何人

かは,“異性 (heterOgeneOuS)''と いう言葉の意味を拡

張 して方形細胞あるいは直立細胞のみによって構成さ

れる放射組織をも含めさせたが, このことは混乱を引

起 しやすく,ま た一般的な支持を受けることはできな

い。

これ らの用語は H.H.JanSSOniuSの “cinfach"お ょ

び “ZuSammengCSetZ''に 対 す る 訳 語 と し て C.Rein―

ders― Gouwentakに よって非常に違った意味に用いら

れてきた。

そこで小委員会は個々の放射組織に対して, ``同性

(hOmOgeneOuS)''お よび “異性 (heterOgeheous)'' と

いう言葉の使用を止めるように勧告することに決め

た。小委員会は個々の放射組織については,その構造

を詳しく記載する方がいっそう適切であると考えた。

たとえば,“ 多列部は平伏細胞によって構成され単列の

縁の部分は方形あるいは直立細胞 によって構成 され

る"と か,“放射組織は単列で,すべて平伏細胞によっ

て構成される"と いうょうに。

その代 りとして, Kribs(Bο′.Gα社,96(3),547-
557,1935)に よって提唱された“同形(homoceHular)"

および “異形 (heterOCeHular)''と いう用語をその文字
どおりの意味に使用することは差支えないであろう。

すなわち:

D6kei‐ h6sha‐ sOshiki.同 形放射組織 HOmocellular

ray.― 同じ形態の細胞によって構成されている木部

放射組織,すなわち広葉樹類においては,すべて平伏

細胞であるか,あ るいはすべて方形ないし直立細胞

であり,針葉樹類においてはすべて柔細胞である。

注:方形細胞と直立細胞は,1司 じ形態の細胞と見な

される。

Ikei‐ h6sha‐ sOshiki.異 形放射組織 HeteroceHular

ra■ ―異なった形態の細胞によって構成されている

本部放射組織,すなわち広葉樹類では平伏細胞と方

形あるいは直立細胞の両者からなり,針葉樹類では

柔細胞と仮道管の両者からなる。

小委員会は “同性 (hOmOgCneOuS)''お よび “異性

(heterOgeneOuS)''と いう言葉を広葉樹材の放射組織型

(ray tiSSue)に 適用するように勧告する;こ れは前記
Kribsに よってなされた提案に従ったものである。す

なわちKribsは ,次のような用語とその定義を提案し

ている:

Isei‐ h6sha‐ sOshiki‐ gata. 異性放射組織型

HCtCrOgeneOuS ray tiSSuC.― 個 々 の 放 射 組 織 が す ベ〔〔飾〕〕
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てあるいは一部分,方形または直立細胞によって構

成される放射組織型。注:針葉樹材には用いない。

D6sei‐h6sha‐ 80Shiki‐gata.同性放射組織型

HomogeneOuS ray tiSSue.― 個々の放射組織が全く

平伏細胞のみによって構成される放射組織型。注 :

針葉樹材には用いない。

h6sha‐ soshiki,B6suikei‐ .紡錘形放射組織 Fusiform

ray(Syno Lenticular ray).― 接線断面において文字ど

おり紡錘形の放射組織。特に針葉樹における樹脂道を

含んだ放射組織に対して用いられる。

h6sha‐ soshiki,Ichiji‐ 。一次放射組織 Primary ray(Syn.

Medunary ray(不 賛),Pith ray(不賛)).―一次組織

中で発生し,形成層の活動によって伸張 した放射組

織。げ.h6sha‐ soshiki,Niji・ .注 :ふつう内方に髄ま

でたどることのできる放射組織に対して用いられる。

→HOSha‐ sOShikiの注。

h6Sha‐ 80Shiki, Mokubu‐ .木部放射組織 W00d Or
Xylem ray.一 放射組織のうち, 形成層の内側の部分

(IAWA)。 cノ.hOsha‐ soshiki,Shibu― .

h6sha‐ soshlki,Niji‐ .二次放射組織 SeCOndary ray.― 形

成層の活動によって発生し (す なわち二次本部の出現

後に発生),内方は髄まで達していない放射組織。げ .

hosha‐ soshiki,Ichiji‐ .

h6sha‐ 30Shiki,Shibu‐.師 *部放射組織 Ph10em ray.一

放射組織のうち,形成層より外側の部分 (IAWA)。

h6sha‐ sOshiki,Shig6‐ .集合放射組織 Aggregate ray.

一小型で幅の狭い放射組織の集まりで,肉眼あるいは

低倍率のもとでは単一の大きな放射組織のように見え

るもの (IAヽVA)。

h6sha‐ 80Shiki,TanretSu‐ .単列放射組織 UniSeriate ray.

―接線断面で見た場合に 1細胞幅の放射組織。

h6sha‐ soshiki, TaretSu‐ .  多列放射糸ユ湘土 Multiseriate

ray.―接線断面で見た場合に2細胞以上の幅をもつ放

射組織。

Ⅱ6sha‐ sOshiki‐ shigen‐ saih6.放 射組織始原細胞 Ray

initial― 放射組織細胞を生ずる形成層始原細胞;接線

断面で見た場合に普通はグループをなし,個 々の細胞

は多小とも等径的である (IAWA)。 c∫.BOsuikei‐ shi―

gen‐ saih6.

Ⅱy6hi.表皮 Epidermis.一 一次植物体の最外側の細胞

層;しばしば外側の壁は厚く肥厚しクチクラ化する;

ときに1層以上の細胞層からなる。

Ichiji‐ h6sha・ soshiki.一次放射組織――)h6sha‐ soshiki,

Ichiji‐ .

Ichijl・ heki. 一次[産――→Saih6-heki.

Ichiji‐ hekik6・ iki. ・―・次壁子L域――→hekik6‐ iki,IChiji‐ .

IChiji‐ mOkubu.一 次 木 部 ― → mOkubu,IChiji‐ .

IChiji‐ Shibu.一 次 師
*部

― ―→Shibu,IChiji‐ .

Ikei‐ h6sha‐ 80Shiki. 異形放射組織― …→IIbsha‐ soshiki.

Ikei‐saih6.異形細胞 IdiOblaSt.一 形と内容物が同一組

織の他の構成要素から明らかに異なる細胞。注:材に

おける例としてはある種の結晶細胞,油細胞,粘液細

胞がある。

Ik6‐ zai.移行材―→Zal,Ik6・ .

IndenCha.イ ンデンチャー Indenture.―放射組織細胞

の水平壁に接線壁 (す なわち末端壁)と の継ぎ目に沿

って現われる狭い溝。放射断面ではインデンチャーは

接線壁が水平壁と接する部分での水平壁の凹みとして

現われる。注:針葉樹のみに用いられる。

IiShiaru‐ jtSOShiki.イ ニ シ ア ル 柔 組 織 ― ―→j3SOShiki,

Inishiaru‐ .

Isei・ h6sha・ soshiki. 異1性放射組織一 → Iお Sha‐ SOShiki.

Isei‐ h6sha‐ soshiki‐ gata.異 性放 射組織型― →H6Sha‐

sOshiki.

Jikuh6k6‐jisoshiki.車 由方向柔1調巳湘戦――→jtISOShiki,Jiku―

hOk6‐ .

Jikuh6k6‐y6so.軸方向要素― ―→yOSO,Jikuh6k6‐ .

Jinpi‐Sen'i.し ん皮繊維一 ―→Sen'i,Jinpi― .

Juhi.樹皮 Bark―本部円柱体の外側の全組織を包括す

る非専門語。成木ではふつ う内樹皮 (生活組織)(げ

Shibu)お よび外樹皮 (死滅組織)(げ.RichidOmu)に

分けられる。

juhi,Ban‐ .晩樹皮 Late bark一 生長期の後期に形成

される樹皮の部分 (げ.Zai,Ban・ )。 典型的な場合には

主として樹皮柔組織および少数小型の師
*管 または師*

細胞からなる。生長期 の終 りには,と きどき繊維の

Terminal layer(→ juhi,KO.)が 存在する。

juhi,Gai‐ .外樹皮 Outer bark.― →Juhi.

juhi,K6‐ .硬樹皮 Hard bark― 繊維または他の強固細

胞からなる樹皮の部分;と きに 1生長輪内で軟樹皮の

層 と交互に同心円状の層をなす。生長期の終 りに形成

される硬樹皮の層 (ナ ラ属 Q″ι″σクSや クリ属 Cas′α″′α

のごとく)は Terminal layerと よばれるc

juhi,Nai‐ .内樹皮 Inner bark.一 ―)Juhi.

juhi,Nan‐ .軟樹皮 SOft bark.―師
*管,柔細胞および

コルク化 した細胞からなる樹皮の部分 ;た だし,繊維

および他の強固細胞を含まない。 1生長輪内で硬樹皮

の層と交互の同心円状の層をなすか,あ るいはその中

で硬樹皮の細胞が不規則に分布する基本組織を形づ く

る。
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juhi,S6‐ .早樹皮 Early bark一 生長期間の前期に形成

される樹皮の部分 (げ.Zai,SO‐ .)。  注:典型的な場合

(ハ ンノキ属 ″″″S,カ バノキ属 B″″ια)に は,お もに

伴細胞を伴 う師*管 ,ま たは師*細胞からなる。

JukuZai.1熙 材 Ripcwood。 一 一)Shinzai.

JOmonkO. 重紋子L一 ―,Hekik6.

Jinenrin.重 年齢 Double(or Multiple)ring(Syn.

Multiple annual ring).一 二つ (あ るいはそれ以上)の

生長輪からなる年輪 (IAWA)。
jOsaih6,B6suikei‐ .紡錘形柔細胞 Fusiform parenchy・

ma Cell(Syn.SubStitute ibre(不 賛), Intermediate

ibrC(不賛)).―形成層の紡錘形始原細胞から細分する

ことなしに山来 した軸方向の柔細胞 (IAWA修 )。

訳注:Syn.代用繊1(L(晩),中間繊維 (廃 )。  ε√・JaSaih6‐ suto‐

randO.

jisaih6,Kakuheki‐ .隔壁柔細胞 Septatc parenchyma

CeH.―細胞内こう**に 1ま たはそれ以上の薄い横断壁

をもつ軸方向あるいは放射方向の柔細胞 (IAWA修 )。

注:こ れらの細胞では,原形質体は細胞壁の二次壁形

成後に分たれる。

Jnsaih6‐ sutorandO.柔 細胞ス トラン ド Parenchyma
Stran■ 一二つまたはそれ以上 の柔細胞が縦に連なっ

たもので,こ の連なりは単一の紡錘形始原細胞から由

来する (IAWA)。 手 josaihO,IBOsuikei‐
.

Jushid6.樹脂道 Rcsin canal(syn.Resin duct).― ォ封

脂を含む細胞間道。訳注:Syn.樹脂溝。

Jushik6. 樹月旨溝一 →Jushiあ .

J“OShiki・   柔組織  Parenchyina (Syn. SOft tissue,

Storage tiSSuC〉 ―煉瓦状または等径的な形 を典 型 と

し,かつ単壁孔をもつ細胞からなる組織 ;材において

は0紡錘形始原細胞から生 じた娘細胞が後に水平に分

裂 して生ずる (軸方向柔組織)か,あ るいは (b)放射組

織始原細胞か ら生ず る (放射柔組織 )。 なお jusaih6,

BOSuikei― .を も参照せよ。注:養分の貯蔵および配分

をおもに司る。 本部に生ずる場合を本部柔組織, 師*

部に生ずる場合を師*部
柔組織 と呼ぶ。

jtsoshiki,Amij6‐ .網状柔組織 Reticulatc parenchyma.

―放射組織 と,規則正 しく距離をとった軸方向柔組織

の帯または線がほぼ同じ間隔および距離 を とる場合

に,横断面上に形づ くられる網状の紋様に対する記述

的用語。グ.jasoshiki,Kaidan‐ .

jiSoshiki,BOj6‐ .帽状柔組織 Unilaterally pantracheal

parenchyma(Syn.Abaxial,Adaxial parenchyma).

*〔〔飾〕〕
**〔 〔腔]〕

―道管の外側 (Abaxial)ま たは内側 (Adaxial)のみに

限られた随伴柔組織。注:こ のような柔組織は,さ ら

に Unilaterally scanty, Unilatcrally aliform,  ま

たは UnilateraHy COnluCntな どに区別することがで

きる。

jisoshiki,Dokuri"u‐ .独立柔組織 Apotracheal paren‐

Chyma.―典型的には道管と接触していない軸方向柔

組織。注:こ れにはターミナル柔組織,イ ニシアル柔

組織,散在柔組織,独立帯状柔組織が含まれる。
jasoshiki,Dokuritsu‐ obij6‐ .独立帯状柔組織 Banded

apotracheal parenchyma(Syn.Metatracheal paren‐

Chyma(不賛)).― →jisoshiki,Obij6‐
.

jasoshiki, Gaisoku‐ b6j6‐.外側帽状柔組織 Abaxial
parenchyrna.― ―→jososhiki,B6j6-.

jaSOShiki,Ⅱ 6Sha‐ .1放射柔組織 Ray parenchyma(Syn.

Radial parenchyma)._放射組織の一部または全部を

構成する柔組織 (IAWA修 )。

j詭OShiki,IniShiaru‐ .イ ニシアル柔組織 InHal paren‐

Chyma.-1生長期間の初めに単独に, あるいはいろ

いろの幅の多少とも連続した層をなして生ずる独立柔

組織。げ.jiSOShiki,Taminaru__

jisoshiki,Jikuh6k6‐ .軸方向柔組織 Axial parenchy‐

ma(Syn.Longitudinal parenchyma(不 賛),VertiCal

parenChyma(不賛)).― 紡錘形始原細胞から生じた柔

細胞群。げ jasoshiki,H6sha―
.

jasoshiki, Kaida‐ .階段柔組織 SCalariform paren‐

Chyma.― 規則正しく距離をとった軸方向の柔組織の

帯または線の間隔が明らかに放射組織の間隔より狭い

場合,横断面上に形づく|ら れる梯子状の紋様に対する

記述的な用語。げ.jtsoshiki,Amij6‐ .

j'soshiki,Ketsug6‐ .結合柔組織 COnjunctivc tissue.

―材内師*部 と結合した特殊な型の柔組織。 注:往々

ヒルギダマシ属 (4υ′
“
″′α)の ように, ところどころ

で相互に接合した同心円をなすか,ま たはマチン属

(S″響ε力″OS)の ように師*部組織を包囲する。
jtsoshiki,Mokubu‐ .木部柔組織 Xylem parenchyma

(Syn・ WoOd parenChyma〉 ―木部に生ずる柔組織。ふ

つう軸方向柔組織と放射柔組織の二つの型に分けられ

る。

jnSOShiki, Naisoku‐ b旬6‐.内側帽状柔組織 Adaxial

parenchyma.― ―」asOshiki,B6j6_.

jnSoshiki,Neuin,6・ 。年輪状柔組織―→jisoshiki,Ta_

jiSoShiki,Obij6・ .帯状柔組織 Banded parenё hyma.―

横断面で見るとき,同心円状の線または帯をなす軸方
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向柔組織。注:も し道管と明らかに無関係ならば独立

帯状 (ApOtracheal banded,Syn.Metatracheal(不 賛))

と呼び,道管と接触していれば随伴帯状 (ParatraCheal

banded)と 呼ばれる。 なお随伴帯状柔組織 (Paratra‐

cheal banded parenchyma)と連合翼状柔組織 (COn‐

luent parenChyma)は 同義語である。

jisOshiki,Reng6‐ yokuj6‐ .連合翼状柔組織 COnluent

parenChyma.一 横断面で見るとき,不規則な接線状ま

たは斜めの帯を形成する相互に連合した翼状柔組織

(IAWA修 )。

jisOshiki,Risetsu‐ .離接柔組織 Disiunctivc paren‐

chyma(Syn.Conjugate parenchyma(廃 )).一分化の

過程で細胞相互の接触が部分的に引離された柔細胞か

らなる組織;細胞相互の接触は管状の突起によって保

たれる (IAWA)。

jnsoshiki,SanZai‐ .散在柔組織 Diruse parenchyma.

―横断面で見るとき,繊維の間に単一な独立型の柔細

胞ストランドまたは紡錘形柔細胞が不規則に分布する

柔組織 (IAWA修 )。

Jtsoshiki,Shibu・ .自下*部柔組織 PhiOem parenChyma・

一師*部に生ずる柔組織。

jasoshiki,Sh6gai‐ .傷害柔組織 TraumatiC parenChy―

ma(syn.wOund parenchyma).一 形成層にあたえら

れた傷害に起因する,大きさ,形および分布の不規則

な柔細胞の組織 (SAF修 )。

jisoshiki,Shti‐ .周囲柔組織 VaSiCentriC ParenChyma・

一道管の周囲に完全な輪をなす随伴柔組織で,鞘の厚

さはいろいろで,横断面で円形またはやや楕円形を示

す (IAWA修 )。

itsOsh■i, Taminaru‐ .ターミナル柔組織 Terminal

parenchyma.-1生長期間の終 りに単独またはいろい

ろの幅の多少とも連続 した層をなして生ずる独立柔組

織。注:タ ーミナル型とイニシアル型が区別される以

前には,こ の言葉は両方の型を含んで用いられたが今

なおこの意味で便宜上の用語として用いられている。

訳注 :Syn.年輪状柔組織。

jasOshiki,Ta_sesse可 6‐.短接線状柔組織 Di∬ use‐ in‐

aggregatcs parenchyma(Syn.Diruse‐ zonate paren‐

chyma)。 一横断面で見るとき,放射組織から放射組織

までの短い接線状に集る傾向を示す独立柔組織。注 :

この型はしばしば網状柔組織にもなる (→ jiSOShiki,

Amij6‐ .)。

jasOshiki,YOkui6‐ .翼状柔組織 Aliform parenchyma.

―横断面で見るとき,側方に翼状の広がりをもつ随伴

柔組織。

工80Shiki, Zuihan‐ . 随伴:柔相:織  ParatraCheal paren‐

chyma.― 道管または道管状仮道管と接触している軸

方向柔組織(IAWA修 )。 注:随伴散在柔組織,周囲柔

組織,翼状柔組織,連合翼状柔組織などが含まれる。

jQ∞shiki, Zuihan‐ SanZai‐ .随伴散在柔組織 SCanty

paratracheal parenChyma.― 道管の周囲に不完全な輸

状に配列するか,あ るいは孤立的に現われる随伴柔組

織。

Juzui6‐ mattan‐ heki. じゅず1メt末端壁―→lnattan‐ heki,

Juzuj6‐ .

Kad6kan.仮道管 TraCheid.― 同類要素との間に有縁

壁孔をもち,かつせん孔をもたない木部細胞 (IAWA

修)。 一Sen'ijO― kadOkanの注。

kad6kan,D6ka■ 6‐ .道管状仮道管 VaSCular traCheid

(Syn.Imperfect VeSSel membe)一 形 お よ び 位 置 が

小道管に酷似するが,せん孔をもたない細胞 (IAWA

修)。

kad6kan,Ⅱ6sha‐ .放射仮道管 Ray tracheid.― 放射組

織の一部を構成する仮道管。

kad6kan,Kakuheki‐ . 隔壁イ反道管 Septate traCheid・

――→kadOkan, Sutorando‐ .

kad6kan,Kakuheki‐ sen'ij6‐.隔壁繊維状仮道管 Sep‐

tate■bre tracheid.一 細胞内こう**を横切って,薄い

水平の壁を有する繊維状仮道管(IAWA修 )。 注:こ れ

らの細胞では,原形質体は二次壁の形成後に分割され

る。

kad6kan, Risetsu‐ .離接イ反道管 Disiunctive tracheid

(syn.Coniugate tracheid(不 賛)).一分化の途中で隣

接の仮道管から部分的に引離された仮道管;相互の連

絡は管状の通路によって保たれる (IAWA)。

kad6kan,Sen'ij6‐ .繊維イメモ仮道管― ―→SCn'ij6‐ kadokan・

kad6kan,Shti‐.周囲仮道管 VaSiCentriC traCheid・ 一

道管の周囲に存在する短い不規則な形の仮道管で,軸

方向の定まった連なりをなさなV｀ (IAWA修 )。

kad6kan,Sutorand●.ス トランド仮道管 Strand tra―

cheid(Syn.Scptate tracheid(不賛)).―軸方向の連な

り,すなわちストランドを形成している短小な個々の

仮道管を指す (と きには仮道管と柔細胞とが混って 1

本のストランドを形成する場合もある)。  各々の連な

り,すなわちス トランドは単一の形成層始原細胞から

生ずる (IAWA修 )。 訳注:Sy● 隔壁仮道管 (不賛)。

Kaidan‐jaSOShiki.階 段柔組織一→jasOshiki,Kaidan‐ .

Kaida‐hekik6.階段壁孔_→hekikO,Kaidan‐ .

Kaida‐senk6ban.階 段せん孔板_→ senk6ban,Kai‐

dan‐ .
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Kalk6.開ロー ー→K6k6.

Kakuheki‐ jisaih6.隔壁柔細月包―→jisaihO,Kakuheki・ .

Kakuheki‐ kad6kan. 隔壁仮道管一 ―〉kadOkan, SutO‐

rando・ .

Kakuheki‐ moku‐sen'i.隔壁木繊維― 一〉scn'i, Kaku‐

heki‐ moku― .

Kakuheki‐ sen'ij6‐ kad6kan.隔 壁繊維状仮道管― →ka‐

d6kan, Kakuheki‐ sen'ij6‐ .

Kank6.管子L Poに ―道管あるいは道管状仮道管の横断

面に対 して用いられる便宜上の用語 (IAWA)。

kank6,Fukug6‐ .複合管孔 POre mu■iple.-2個以上

の管孔の集まりで,密集 しかつ相互の接触面に沿 って

平たくなっているために,あたかも1個の管孔が分割

したように見える (IAWA)。 注 :最 も普通の型は放射

複合管孔 (Radial porc multiplc)で あって,こ の場合

管孔は放射方向に連続 し相互の接触面は接線方向に平

たくなっている。他の一つの型は集団管孔であって,

この場合は管孔の集まり方は不規則である。

kank6,Koritsu‐ .孤立管孔 SOntary pOre.― 他の要素

によって完全にとりかこまれた 1個 の管孔 (IAWA)。

kank6,Kusarij6‐ _鎖状管孔 Porc chain.― 近接 した孤

立管孔の連なった列 (IAWA修 )。

kank6,Shadan‐ .集団管子しPore cluster.― →kanko,

FukugO‐ .

Kank6‐zai.環子L材― ―→zai,Kank6-.

Kanrin. 車乞輪 Drought ring.― ―>Shogairin.

KaribriSu‐ gata‐ hik6. カリトリス型月巴厚 CallitriSOid,

CaHitrOid thiCkcning.―カ リ ト リス 属 O妨 ″ お)に 見

られるような壁孔を横切る一対の肥厚線。壁孔の横断

面で見 いれる場合にオーン (aWnS)と 記載される場合

がある。 1注 :Callitroidが ふつ うに用い られ るが ,

CallitriSOidの 方が語源上望ましい。

Keiseis6.形 成層 Cambium(VaSCular Cambium).一 二

次木部および二次師*部の間にあって,それ らを生ず

るために活発に分裂する細胞の層 (BCF修 )。

keiseis6,Kloruku‐ .コ ルク形成層 Phel10gen(Syn.COrk

Cambium)・ ―周皮を生ずる分裂組織の層。

keiseis6,S6kaij6‐.層 階状形成層 StOried Cambium.

―始原細胞の水平的配列を特徴 とする形成層 (IAWA
修 )。

Keiseis6‐ shigen‐ saih6.形成層始原細胞  Cambial
initial― 形成層の個々の細胞。 げ.BOSuikei‐ ShigCn―

*〔〔飾〕〕
**〔 〔腟〕〕

saiho および HOSha‐ soshiki・ shigen‐ saih6.

Keiseis● tai.形成層帯 Cambial zone.―形 成 層 始

原細胞および,それから分裂 した未分化の細胞からな

る,い ろいろな幅の層に対する便宜上の用語 (IAWA

修 )。

Kessh6.結晶 CryStal.― ふつう区別される型には,次

のようなものがある:

Chish6.柱晶 Sty10id・ ―典型的にはおよそ長さが幅

の4倍 ぐらいの細長い結晶で,先端が尖るかまたは

四角ばっている。

Sash6.砂 晶 CryStal Sand.― 非常に細かい結晶の粒状

の集まり。

Shinsh6.針晶 Acicular.―細い針状の結晶。注:柱

晶と混同してはならない ((針状結晶①》。

Shish6.集晶 Druse.―結晶の球状の集まりで,往 々

有機物の芯をもち,柄によって細胞壁に付着するか

あるいは細胞内に遊離している。

欧)kush6.東 晶 Raphid(e),raphis,pl.raphides.― 針

状の結晶で典型的には密集した東状をなす。

Kessh6‐ saih6.結 晶細胞 Crystallifcrous cclL-1個 以

上の結晶を含む細胞。注:放射柔細胞および軸方向柔

細胞がしばしば結晶を含む;繊維およびチロースでは

割合に少ない。

kessh6‐ saih6, Tashitsu‐ .多室結晶細胞 ChambCred

CryStalliferOuS CCH.― 隔 壁 に よ っ て 室 に 分 け ら れ て い

る結晶細胞。

Ketsug6‐ jasoshiki.結 合柔組織― → j3soshiki,Ketsu‐

gO‐ .

Ketsug6‐ k6k6.結合子Lロー ー→K6k6-.

K16go‐ hekik6. 交
=直

彗子L一 ―)hekiko,K6go‐ .

K6heki‐ chir6su.厚壁チロースー ー)chirOsu,K6hcki―
.

K6‐juhi.硬
1封皮― ―)juhi,KO‐ .

K6k6.孔 口 Pit aperture.― 壁 孔 の 開 口 (IAWA)。 訳注 :

Sy■ 開口(魔 )。

=L回
の記述には, 次のような用語が用

いられる :

Gai‐ k6k6.外孔口 Outer aperture_― 壁孔道が壁孔室

に向って開く日 (IAWA)。

Ketsug6‐ k6k6.結 合孔口 Coalescent aperture.―細

胞壁の二次壁内面においてスリノト状の孔口が癒合

して長い溝状になったもの (IAWA修 )。

Nai‐k6k6.内孔口 Inner aperture.一壁孔道の細胞内

こう**に
面 した開口 (IAWA)。

Renzuj6‐ k6k6.レ ンズ状孔口 Lcnticular aperture.

―正面から見た場合に両凸 レンズの断面の形をもっ

た孔口。
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Rinnai‐ k6k6. 輪内子L口 Included apcrture.一 正面か

ら見た場合にその輪郭が壁孔縁の内側に囲まれてい

る内孔口 (IAWA)。

Rinshutsu‐ k6k6.輸 出孔口 Extended ape■ ure.―正

面から見た場合にその輪郭が壁孔縁の外側にはみ出

している内7L口 (IAWA)。

Koritsu‐ kank6.孤立管孔―→kank6,Koisu‐ .

Koruku‐ his6.コ ルク皮層 PhCHOderm.―外観において

は大体皮層の柔組織に似た組織であるが,コ ルク形成

層から内側に向って作 り出された細胞によって構成さ

れている。木本植物ではこれらの細胞は容積を増し,

壁が肥厚して石細胞を形成することもあり,ま たとき

には放射方向に長い形をとる。

Koruku‐keiseis6. コルク形成層一‐→keiseiso,Koruku‐ .

Koruku‐ soshiki.コ ルク組織 Phenem(Syn.COrk)・ ―

茎または根においてコルク形成層によって外側に向っ

て作 り出される組織。細胞壁は一般にコルク化し,か

つ厚壁性のものでは細胞内こう**に 向って,さ らに木

化した層が加わることもある。コルク組織中のコルク

化しない細胞は,フ ェロイ ド細胞 と呼ばれ る。注 :

Corkは Phcnemに対する非専門語。

K6sei‐mokubu.後生木部―→mOkubu,KOsei‐ .

K6shitsu‐sen'i.膠 質繊維―→Sen'i,ZeraChin‐・

KuraSurO.ク ラスレー Crassula(e)(Syn.Bar(s)of

Sanio(不 賛),Rim(s)of Sanio(不賛)).―隣接する一

次壁孔域相互の間にある細胞間層および一次壁の肥厚

部 (IAWA)。 訳注:Sy肛 サニオ線 (廃 )。

Ma6gata‐ senk6ban.マ オウ型せん孔板一→ SCnk6ban,

卜4aOgata‐ .

Matsugata‐ hekik6.マ ツ型壁 孔一 ―→Hekik6.

Matta‐ heki.末端壁 End waH.一次の二つの場合に対

して木材解剖学で用いる便宜上の用語,すなわち0柔

細胞の長軸に直角の細胞壁,すなわち放射組織細胞の

接線壁または軸方向柔細胞の水平壁および⑤二つの道

管要素の間の斜めまたは水平な壁。巻末注 1。

mattan‐ heki,Juzuj6‐ .じ ゅず状末端壁 Nodular end

waH.― 断面でじゅず玉状を呈する柔細胞の末端壁。

M6‐ hekik6.盲壁孔―→HCkik6‐ .

Mokubu.本部 Xylem(Syn■ WOOd)・ ―→Zai・

Mokubu‐ boSaih6.木 部母細胞 Xylem mOther CeH・ ―

形成層の紡錘形始原細胞の分裂によって内側に切 りは

なされた細胞で,これらは木部細胞に分化する前にさ

らに円周に平行な面で分裂を行なう。

mOkubu,Gёnsei‐.原生木部 ProtOxylem.―最初に形

成される一次木部で,環状あるいはらせん状の肥厚を

有する通水要素が出現する (IAWA)。  σ∫.mokubu,

KOsei‐ .

Mokubu‐ h6sha‐ s∝ hiki. 本部放射組織――→hOSha・ SOShi‐

ki,Mokubu‐ .

mokubu,ICh"i‐ .一次木部 Primary xylem.― 最初に形

成された木部で,頂端分裂組織から分化 したもの。

注:ふつう髄の縁の部分に存在する。

Mokubu‐ jtsoshiki.本部柔静置織__→jisOshiki,Moku―

bu‐ .

mOkubu,K6sei‐.後生木部 Metaxylcm.―後期に形成

された一次本部で,壁孔を有する通水要素が出現する

(IAWA)。 ο∫.mOkubu,Gensei― .

mokubu,Niji‐。二次木部 Secondary xylem.一 形成層

によって形成された本部 (IAWA修 )。

Mokubu‐sen'i.本 部繊維_→scn'i,lMokubu‐ _

Monk6.紋子L― ―→Hckik6.

Muk6‐ zai. 無子L材――>zai,MukO‐ . :‐

Naibu‐ henzai.内 部辺材―→henzai,Naibu‐ .

Naibu‐shibu.内部師*部一―,shibu,Naibu‐ .

Nai‐juhi.内 樹皮―→juhi,Nai―
.

Nai‐k6k6.内孔ローー>KOkO.

Naisoku‐ b6j6‐jtsoshiki.内 側帽状柔糸且織 ―一巧3SOShi‐

ki,Naisoku‐ b6iO― .

Nan‐juhi.軟 樹皮―→juhi,Nan‐
.

Nen'eki‐ saih6.粘液細胞 Mucilagc ceH.― 放射柔組

織または軸方向柔組織中の特殊化した細胞で粘液を含

む;典型的なものは外形が円味を帯びる。注:木本の

双子葉植物に限られ,内容物以外の点では油細胞に似

ている。

Nenrin.年輪 Annual ring.一材および樹皮において横

断面で見た場合の 1年の生長層 (IAWA)。 げ.Seich6‐

NenrinJ6‐itsoshiki.年輪状柔組織―→jOSOShiki,Ta_

Niル heki。  .二次壁一―→SaihO‐ heki・

Niji‐ h6sha‐ soshiki. :=.次放射組織― ―)h∝ ha‐SOShiki,

Niji‐ .

Nij卜mokubu.二次本部―→mokubu,Niji‐

Niji‐shibu.二次師*部一―→shibu,Niji・ .

Nynkan.乳管 Laticifer.―乳液を含む細胞に対する一

般名。注:乳管は単一の細胞のこともあり,ま た管状

の細胞の連続したものの場合もある。

nyakan,Ⅱ 6sha‐ .:放射学し管 Latcx tube(Syn.Latex

canal(不賛)).一放射組織内に含まれた乳管。 注 :単

一の細胞が変形したものか,あ るいは多くの細胞の連
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なりで細胞間道ではない 《乳管⑬》。

Nytseki.乳 跡 Latex trace.―乳液を含む樹木のあるも

の (特にキ ョウチクトウ科 ApocynaCeaeの ス′SιO″″

spp.や Dッ′″α Spp.)の材を放射方向に貫通する裂目

状の通路 (乾燥した材に現われる)を記載するに用い

る語。これらは放射乳管の存在を特徴とし,またその

起源を葉跡や腋芽跡 (葉や腋芽に進入する維管束)に

有する。誤って Latex canalと か Latex ductと 呼ば

れることがある。ο∫.nytkan,Hosha‐ .

Obij6‐ jisoshiki.帯 状柔組織―→jtsoshiki,Obij6‐ .

Oga‐saih6.横 臥細胞―→Heifuku‐ SaihO.

On.オーン Awn.― →Karitorisugata‐ hik6.

PiSufurekku.ビスフレック Pith neCk.― 材に囲まれ

た不正常な (しばしば傷害による)柔組織の東で,縦
の断面では木理に沿った筋として現われる。ふつう形

成層のせん孔虫の幼虫が原因となって生ずる。 訳注:

Syn.髄斑 (廃 )。

Rasen‐hik6.ら せ ん月巴厚 Spiral thiCkening.―細胞 壁

の二次壁内面上の全面あるいは一部に存在するらせん

状の隆起 (IAWA)。→Saih6‐heki.注 :しばしば一次

木部のらせんと区別するために二次らせん (tertiary

Spirals)と 呼ばれるが,これは誤 りである。

Reng6‐ yokuj6‐ jisoshiki.連 合翼状柔組織――→jOsoshi‐

ki,Reng6^yokujO‐ .

Renzui6‐ k6k6. レンズ状孔ローー→K6k6.

RichidOmu.リ チ ドーム RhytidOme.― コルク組織およ

びそれによって外側に孤立させられた組織;しばしば

皮層あるいは師*部の組織の小塊を含む。 外樹皮に対

する専門語。注: リチ ドームははげ落ちて樹皮が平滑

になる場合と,繊維質あるいはコルク質の厚い層とな

って残っている場合とがある。

Rihasei〔nO〕 .離破生 〔の〕SChiZo‐ lysigenous.― 隣接す

る細胞の共通の壁が分離することによって組織要素が

離れて生じ,さ らに周囲の組織が破壊することによっ

て発達することを示す。

Rinnai‐ k6k6.輪内子Lローー→Kok6.

Rinshut8u‐ k6k6. 輸出子Lローー→KOkO.

Rippurumaku. リップルマーク Ripple markS.― ある

種の材の接線面上に見られる細い水平の縞で,放射組

織あるいは軸方向要素,ま たはこれらの両者が層階状

配列をなすことが原因となっている。
Risei〔 ■0〕 .離生 〔の〕SChiZOgenous.一 隣接する細胞の

*〔〔飾〕〕
**〔〔腟〕〕

共通の壁が分離することによって組織要素が離れて生

ずることを示す。

Risetsu‐ jasoshiki.離接柔組織―→ jtsOshiki,Risetsu‐ .

Risetsu‐kad6kan.離接仮道管一→ kad6kan,Risetsu‐ .

Saih6.細胞 Ce■ .―少なくともある時期に原形質体を

包含する室または区画;細胞は植物組織の構成単位を

なす。

Saih6‐heki.細胞壁 Cell waH.― 各細胞を他から仕切

る壁。成熟した細胞では個体発生的に積重ねられた次

のような数層の壁からなる:

IChiji‐ heki.一次壁 Primary wall.― 細胞の分化に際

して分裂組織細胞の壁が変化したもの (二次壁の最

初に形成される薄くて著しい異方性をもつ部分と混

同してはならない;IAWA)。 ―→saihokansO,Fukug6-.

Niji‐heki.二次壁 Secondary wall― 一次壁の内側に

形成される壁 (IAWA修 )。

Sanii‐heki.二次壁 Tertiary wall.―仮道管その他の

本部繊維および道管のらせん肥厚に適用されてきた

用語;ま た二次壁の最内層にもあてられてきた。→

巻末注 2。

Saih6‐heki nO sakeme.細 月包壁の裂目 Cell Wall CheCk.

―圧縮あて材の仮道管に見られるような二次壁の裂

目。

Saih6kand6.細胞間道 Intercenular Canal(Syn.Resin

canal,Gum duct).― 不確定の長さを有する管状の細

胞間げきで,一般にエピセリウムから分泌される樹脂,

ゴム質等の貯蔵に役立つ。注:軸方向および放射方向

の ものが あ る (IAWA修 )。
σ二 SaihOkank6・ 訳注:Syn.

細胞問溝 (廃 )。

saih6kand6,Sh6gai‐.傷害細胞間道 TraumatiC inter‐

CeⅡular Canal.一 生立木が受けた傷害に反応して形成

される細胞間道。注:しばしば大きさは異常で,軸方

向または放射方向に走る。

saih6kand6,Suihei‐ .水平細胞間道 Radial intercellular

Canal.―放射方向に木理を横切ってのびる管状の細胞

間げきで,紡錘形放射組織中に含まれる。

Saih6kangeki.細 胞間げき InterCenular SpaCe.一細胞

間の空げき。二つの型が区別できる。

Bunpitsusei‐saih6kangeki.分 泌性細胞間げき

SeCretOry interCeHular SpaCe.― 細胞間道および細

胞間こう**を 含み,こ れらは離生,破生または離破

生のいずれかである。

Iibunpitsusei‐ saih6kangeki.非分泌性細胞間げき

Non‐secretOry intercellular space,interstitial space.

―単なる細胞の間げき。
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SaihOkank6.細胞間こう**InterCeHular CaVity.―限ら

れた長さを有する細胞間げきで,一般に樹脂,ゴム質

等の貯蔵に役立ち,ま た一般に生立木の受けた傷害に

反応して形成される。 C∫.SaihOkandO.

Saih6k3mS6. 細胞間′雷i lnterCellular layer(Syn.Middle

lameHa(不 賛))。 隣接する細胞間の層;等方性でセル

ロースを欠く(IAWA修 )。 《中層③》。 注:細胞間層

はしばしば一次壁との境が漸進的で不明確で(→Saih。‐

kanso,FukugO.), それを区別するには特別の技術を

要することもある。

saih6kans6,Fukug6‐ .複合細胞間層 COmpOund mid‐

dle lamena.―隣接する細胞の二次壁の間の複合層に

対する木材解剖学上の便宜的な用語で,二つの一次壁

と厚さが種々に異なる細胞間層とからなる。注 :Mid‐

dlellamenaと いう言葉は, しばしばこの複合構造に

対して漠然と用いられてきた。

Sa■6‐naik6.細胞内こう**Lumen,pl.Lumina.―細

胞壁に囲まれた内腟。

Sanlo‐Sen. サ ニ オ 線 Bar(S)。 f SaniO.― → Kurasuで

ぉょび Torabekyure.

Sanii‐heki. 二次墨壁
・
― → Saih6‐ heki.

Sank6‐zai. 1散子L材― ―→zai, Sank6‐。

Sanzaigata‐ Zainai‐ Shibu.散在型材内師
*部一 ―→Shibu,

Zalnal‐ .

Sanzai‐ j“OShiki. 散 在 柔 組 織 一 ―,itSOShiki,SanZai‐ .

Sash6.砂晶―‐→KesshO.

Saya‐SaihO.さ や細胞 Sheath CeH.― 接線断面で見た

場合に,多列放射組織の平伏細胞群の上下のへ りに存

在し,かつ周囲をさや状に包む傾向に配列した直立細

胞。

SeiCh"in.生長輪 Growth ring.―材および樹皮におい

て横断面で見た場合の生長層 (IAWA修 )。

seich6rin,Fure屁 oku‐.不連続生長輪 Discontinuous

gЮ Wth ring。 一幹の全周を囲っていない生長輪。

Seich6rin‐ kai. 生長輪界 GЮwth ring boundary.一生

長輪の外縁 (IAWA)。

Seich686.生長層 GЮwth laycr.一 明らかに 1生長期間

に形成された材または樹皮の層;しばしば,特に温帯

の木材では,早材または早樹皮および晩材または晩樹

皮に分けられる (IAWA)。

selkisaih6.  石細胞 StOne Cell(Syn. BraChySClereid).

一ほぼ等径の細胞で顕著な層状構造をなした非常に厚

い二次壁をもち, しばしば分岐壁孔が存在する。例 :

厚壁チロース。一>SukurereidO・

Sen'i.繊維 Fibre,Fiber(Am.).― 木材解剖学上,材お

よびじん皮にあって道管および柔組織以外のすべての

細長い細胞に対して用いられる便宜上の総称。注:し

ばしば,さ らに木部繊維またはじん皮繊維と限定して

表現される;前者は裸子植物の仮道管と木本被子植物

の真正木繊維および繊維状仮道管を含む。また本部の

要素一般に漠然と用いられる場合もある。

Sen'i,Chakan‐ .中間繊維 Intermediate lbrC一 →j3‐

salhO, 13osulkel・ .

sen'i,Daiy6‐ .代用繊維 SubStitute nbre.一 →jiSaihO,

Bosuikei― .

Sen'i,Jinpi‐ .じ ん皮繊維 BaSt ibrC.一 師*部の繊維。

sen'1,Kakuheki‐ moku‐.隔壁木繊維 Septate WOOd

ibre.― 細胞内こう**を横切る薄い水平壁をもつ本部

繊維 (IAWA)。 注:こ れらの細胞では原形質体は二次

壁の形成後に分割される。

sen'1,Mokubu‐。.木部繊維 WoOd ibre.―木部の繊維。

Sen'i, ShinSei‐ mOku‐.真正木繊維 Libriform wood

ibre.―細長くて一般に厚壁をもち, かつ単壁孔をも

つ細胞;ふつう道管要素および柔細胞ストランドの長

さから推測した形成層始原細胞の長さより明らかに長

vヽ (IAWA)。 一Sen'ijO‐ kadOkanの注。

sen'1,ZeraChin‐.ゼラチン繊維 Gelatinous ibre(Syn.

Mucilaginous ibre(廃 )).一細胞壁の内側の木化の程

度が多少とも悪 く,かつ膠質状を呈する繊維。 訳注:

Syn.膠 質繊維。

Sen'ij6‐ d6kan‐ y680.  繊維状道管要素‐――→dOkan‐yOSO,

Sen'ij6‐ .

Sen'ij6・kad6kan.  繊維状イ反道管 Fibre‐tracheid.―繊

維状の仮道管;ふつう厚壁で細胞内こう**が小さく両

端が尖 り,有縁壁孔対はレンズ状ないし線形の孔口を

もつ (IAWA修 )。  この用語は木本被子植物の繊維状

の仮道管に対してのみでなく,裸子植物の晩材部仮道

管に対しても用いられる。

注:繊維状仮道管および真正木繊維の定義はかなり

困難である。たとえばサルナシ属 (D″ι″″)に見られ

る繊維状仮道管や,ま た層階状構造に伴って生ずる真

正木繊維のような極端な型は別として,中間的な型に

ついて所属を決め定義を下す場合に困難を感ずる。こ

こで従った1933年 の用語集は,これら二つの型の最

も簡単で最も実際的な差別点として,有縁壁孔の存否

を採用した。従って痕跡的な縁を持った壁孔のある中

間型は,すべて繊維状仮道管とされた (→ I.W・ Bai‐

ley: 2'″ ο
lク . I石′lοο′

.s, 45, 18-23, 1936).
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もう一つの考え方は,SaChSの分け方に従 って Jans‐

sOnius(― →E.Reinders:7レ οp.7οοグら 44,30-36,

1936)が用いたもので,中間型を除外 して厳密に限定

されたもののみを繊維状仮道管とする考え方である。

1951年 に Reinders(IAWA News BuH.Ecb.,1951,

6-9)は ,繊維状仮道管に対する定義を次のように提

案している:“長さ中胃;ふつ う厚 くて明らか に多少

膨潤 した細胞壁をもち,ま れに膠質層をもつ;隔壁を

もつことはほとんどない;決 して澱粉を含まない,有

縁壁孔は,やや大きめで孔口はレンズ状ないし線形で

ある。壁孔は接線面に比較的多く,放射面の壁よりも

多数ある場合がかな りある。このような繊維が基礎組

織をなす場合,道管と接 した面の壁孔は大体道管相互

の壁孔 とほとんど同じ大きさの壁孔縁をもつ"。  この

Rcindersの ような考え方は、 当然 これに対応 して真

I木繊維の定義の変更が伴わなければならなくなる。

この用語集で定義 したように,繊維状仮道管は同類要

素との間に有縁壁孔をもっている以上,厳密には仮道

管の 1型である。

Senkei‐ hekik6. 線1形壁子L― ―,Hekiko.

senk6,D6kan‐ .道管せん孔 Vessel perforation.― 一つ

の道管要素から他の道管要素に通ずる穴 (IAWA)。

senk6, Tak6‐ . 多子L・せ・ん子L Multiple perfOratiOn._一

つのせん孔板に 2ま たはそれ以上の穴をもつ道管せん

孔 (IAWA修 )。
εr_Senk5,Tan‐ .

senk6,Tan‐ .単せん子L Simple pCrfOratiOn.― 一つの

せん孔板にふつう大型で,かっ多少円味を帯びた単一

の穴をもつ道管せん孔。 ε二 scnk6,Tak6‐ (IAWA)。

Senk6ban.せ ん孔板 PCrfOratiOn plate.― 道管内におい

て 2個の道管要素が互いに癒合する細胞壁面 (は じめ

はせん孔がない)に対する便宜上の用語 (IAWA)。

senk6ban,Amij6‐ .網 状せん孔板 Reticulate perfora‐

tiOn plate― 網目状を呈する多孔せん孔のあるせん孔

板 (ノ ウゼンカズラ科 BignOniaCeaeの ある種のもの

に見られるものが好例である)(IAWA)。

senk6ban,Kaidan‐ .階段せん孔板 SCalariform perfo‐

ratiOn plate.― 細長くて平行な穴をもつ多孔せん孔の

あるせん孔板。 穴の間に残された部分を Bar(s)と 呼

ぶ (IAWA)。

senk6ban, Ma6gata‐ .マオウ型せん孔板I Ephedroid

perfOratiOn plate― 円形の穴が小さい群をなしている

せん孔板 (マ オウ属 Eρλ″″αに好例 が見 られ る)

(IAVVA)。

Senk6en.せ ん孔縁 PerfOratiOn rim.― 単せん孔の周囲

に縁をなしているせん孔板の残存部 (IAWA)。

ShaShutSuSen.射 出線―→H6sha‐ soshiki.

Shiban.師 *板 SieVe plate.― 師*管要素の壁の特殊化

した部分で,その部分にはある場合には単一の師*域

をもち (Simple sieve plate),あ る場合には非常に近接

した数個の師*域が,多 くの場合階段状あるいは網状

に配列している (COmpOund sieve plate)。

Shibu.師*部 Ph10em.―維管束植物の主要な同化栄養

分通導組織,一次組織にも二次組織にも生じ,通常 (必

ずしも “常に"ではない)木部と関連して存在する。

大多数の裸子植物および双子葉植物の茎では二次師*

部と二次木部の間には,その両者を派生する形成層が

挟まれて存在する。 師*部を構成する細胞の基本的な

型は師*細胞,師 *管 ,柔細胞,繊維およびスクレレイ

ドである。

Shibu,IChi卜 .一次師*部 Primary phloeエ ー最初に形

成される師*部 ;茎 と根では明確な形成層が認め られ

る以前に頂端分裂組織の下に分化する。

shibu,Naibu‐ .内部師*部 Internal ph10em(Syn.

IntraXylary ph10em(不 賛),PerimeduHary ph10em).

―一次木部の内側に存在する一次師*部 (IAWA)。

shibu,Niji. .二次師*部 SeCOndary ph10em.一 通常形

成層によって形成される樹皮の部分 (IAWA)。  げ.

Shibu.

Shibu, Zainai‐ .材内師*部 InCluded ph10em(Syn.

InterXylary phiOem(不 賛)).―ある種の広葉樹材の二

次木部内に包まれる東状または層状の師*部。 二つの

型が区男IJで きる:

D6shingata.同 心型 COnCentric(COrpuS lignOsum

CirCumVallatum)(Syn・ スυたι″″″ type).― 形成層

は短命で,新 しい分裂組織がこれに代って内鞘また

は皮層の中に発生し若い茎の構造を反復する。この

ようにして,茎は木部と師*部の交互の層からなる。
訳注:Syn.ヒ ルギダマシ型。

SanZaigata.散 在型 Foraminate.(COrpus lignOsum

fOraminatum)(Syn・ 9',εみ″οS type).― 単一の永久

形成層が茎の一生を通じて機能を続け,木部はその

中に師*部 の条束を含む点を除けば正常である。
訳注 :Syn.マ チ ン型。

Shibu‐ bosaih6.師 *部母細胞 Phlocm mother ccn.―

形成層の紡錘形始原細胞から外方に派生した細胞で,

なお師*部細胞に分化する前に,さ らに周縁 に沿った

分裂を行なう。

〔〔飾〕〕
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Shibu‐ h6Sha‐30Shiki.師 *部放射組織―→hOSha・ sOshi‐

ki,Shibu‐ .

Shibu‐ ji80Shiki. 師*部柔組織一―→jOSOShiki,Shibu‐
.

Shilki. 師*域 SieVe area(Syn.SieVe“ld).― 師*細胞

あるいは師*管要素の壁の薄くなった部分で,小 さい

穴がふるい状 に集 まって開いており,隣接する師*細

胞あるいは師*管要素同志の原形質体がこの穴を通し

てつながっている。

Sh■an.師 *管 SieVe tube.― 師*部における栄養物質を

通導する管で,師*管要素が軸方向に連続 して構成 さ

れる。

Shikan‐ y6so.自T*管要素 Sieve tube member.一 師*部

における細長い通導細胞で,これらの細胞が軸方向に

上下の端で接して連続した師*管 を形成する。 上下の

細胞の共通の壁が師*板であって, これは水平の場合

から傾斜した場合まで種々である。ときに上下の端以

外の壁上に,分化の程度の低い師*域をもつ場合があ

る。

Shinsei‐molku‐Sen'1.  真正木繊維一―→Sen'i, ShinSei‐

mOku― .

Shinzai.心材 HeartWOOd(Syn.Duramen(廃 )).―材

の内方の層であって,その部分では樹木の生立時すで

に生活細胞を失い,かつ生活細胞の内容物であった貯

蔵物質 (た とえば澱粉)は消滅するか心材物質に転化

してしまっている。必ずしもはっきり区別できないけ

れども,一般に辺材より色が濃い。→Zai,Ik。‐
.

注:濃色の心材と,色では辺材との間に差が認めら

れない心材とが往々区別される;熟材という用語が後

者に当てられる。商業上の慣習では,心材という用語

は辺材から視覚的に区別できる濃色の材に限られるの

がふつうである。

Shi‐ saih6.師 *細胞 SieVe Cen・ 一師*部における細長い

通導細胞で, 師*管を構成する要素と異なり, 比較的

分化の程度の低い師*域が,特に他の師*細胞と重 り合

う先端の部分に多く存在する。

Sh6gai‐j鮨oshiki. 傷害1柔1組織――→jOSoShiki,ShOgai‐・

Sh6gairin.傷害輪 TraumatiC ring・ ―傷害を受けた形

成層によって作られた傷害組織の帯。注:ふつうは霜

(一般におそ霜),ひでりおよび火災が原因となる。こ

の組織は一般に不規則な形の傷害柔組織を含み,かつ

ゴム質あるいは樹脂の存在によって濃く着色している

傾向がある;細胞間道ぉょび drought cracksが 往々

存在する。原因がゎかっている場合には霜輪,乾輪な

どと呼ばれる。

Sh6gai‐saih6kand6.傷 害細胞間道一 ―,SaihOkandO,

ShOgai‐ .

Shidan・ kanik6. 集:団管子L一 ―→kanko,Shidan‐ .

Shago‐ h6sha■oshiki.集合放射組織― →hOSha‐ SOShi‐

ki,ShigO‐ .

Shthi.周 皮 Periderm.―表皮に代 って古い茎および根

の不透水性の外被をなす層で,コ ルク組織,コ ルク形

成層およびコルク皮層からなる。

Sh伍 ‐jiSOShiki. 周 I護 lヨ【1目織 ― ―→jOSOShiki,ShOi‐ .

Sh伍‐kad6kan. ,司,囲仮力首管― ―→kad6kan,Shai‐ .

Shun‐Zai. 春材― ―
'Zai,Shun‐ .

ShiSh6.集晶― →KesshO.

Shi‐Zai.禾火材― ―→Zai,Ban‐ .

S6‐ iuhi. _早 1封膠こ― ―巧uhi,SO‐ .

S6kaij6.層階状 StOried(StOreyed).― 材における軸方

向の細胞あるいは放射組織が接線断面において水平方

向に並んで配列 した場合に,こ れらの細胞あるいは組

織に対 して用いられる用語。注:こ の用語は,た とえ

ば “層階状柔組織"のように特定の組織に対 して用い

られる場合 と,“層階状構造を有する材"と いうように

一般的に用いられる場合 とある。層階状構造 の存在

は,肉眼で認められるリップルマークの原因である。

S6kaij6‐ hairetsu‐ y6so.層階状配列要素一 ―→yOS。 ,SO‐

kaijo‐ hailetsu‐ .

S6kaij6‐ ketteis6.層 階状形成層― →keiseisO,S6kaij6‐ .

SOkuheki.側壁 Longitudinal wall.一 ―→巻末注 1.

SOkush6.束 晶一 →KesshO.

S6rin.霜輪 Frost ring.一 ―→ShOgairin.

S6‐zai. .早 1オー →Zai,SO‐ .

sugigata‐ hekik6. スギ型壁:子L― ―→Hekik6.

Suihei‐heki. 水平壁
′
rranSVerSe Wall・ ― ―→巻末 1注 1.

Suihel‐saih6kand6.   水平細胞間道|― ―
'SaihOkandO,

Sulhel‐ .

SukurereidO.  スクレレイ ドSclereid(Syn. Sclerotic

cen).―機械的強度を受持つ要素で, 紡錘組織の細胞

の性質を完全には示さずに,厚 くてしばしば木化した

二次壁をもち,完成 した後はふつう原形質体を欠 く。

注:ス クレレイ ドは多面体から多少細長 くてしばしば

枝分れしたものまで,い ろいろの形を示す。材および

樹皮にふつ うに見出される型は石細胞である。このよ

うな細胞は, しばしば “scleЮtiC''と いう言葉で形容

される;た とぇば “scierotic ray celP'と ヤヽ うように。

subrandO‐kad6kan.ス トラン ド仮道管― →kadOkan,

SutOrando‐ .

TairetSu‐ hekik6. 対夕IJ壁子L一 ―→hekik6,Tairetsu‐ .

TaⅢ u‐saihO.タ イル細胞 Tne CeH.―平伏細胞 とほぼ
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同じ高さであ りながら直立細胞であ り,明 らかに内容

物を全 く欠 く特殊の放射組織細胞であって,ふつう平

伏細胞の間に混っていろいろの長さに水平方向に連続

している (IAWA修 )。 注:シナノキロ Tiliales,ア オ

ィロ Malvales中 のある樹種にふつうに出現する。

Tak6‐senk6.多孔せん孔― ―,Senk6,Tak6‐ .

Taminaru‐ ji80Shiki.タ ーミナル柔組織― ―→jiSOShiki,

Tamlnaru_.

Tan‐hetik6. :単 壁子L― ―→HekikO.

Tan‐ hekik6‐ tsui.単 壁孔対― ―)hekikOtSui,Tan‐ .

Tattetsu‐ h6sh8‐ SOShiki.単 列放射組織― 一>h6sha‐ so‐

shiki,′ ranretsu_.

Tan‐senk6.単せん孔― 一>senk6,Tan‐
.

Tan‐sessen,6‐jasoshiki.短接線状柔組織一 →jOsoshiki,

Tan‐SeSSeni6-.

TaretSu‐ h“ ha‐SOShiki. 多列,敗射i権11哉― ―→hOsha‐ soshi‐

ki,′raretsu_.

Tashitsu‐ kessh6‐ saih6.多室結晶細胞―→kesshO― saihO,

Tashitsu‐ .

T6hセ ata‐hekik6. トゥヒ型壁子L一 ―,Hekik6.

TOrabekyure.ト ラベキュレー Trabecula,pl.trabe―

Culae(Syn・ Beam(S)Of SaniO(不 委姜).Bar(S)。 f Sanio

(不賛)).―細胞壁の一部で,細胞内こう*を
横切 って放

射方向に突出した繹状あるいは糸巻状の部分(IAWA)。

訳注 :Syn.サ ニオ線(廃)。

T6rusu. トールス Torus.― ―→Hekik6‐ heki.

Tsasui‐y6so.通水要素 TraCheary Clement.―木部にお

ける主要な水分通導の要素で,大体において道管要素

と仮道管を指す (IAWA)。 注:一次木部においては通

水要素は環状,ら せん状あるいは網状の肥厚のみをも

ち,壁孔を欠くことがある。

Yokuj6‐ jasosh■ i.翼状柔組織―→Jtsoshiki,Yokujo‐ .

Y680.要素 Element.― 個々の細胞に対して用いられる

一般名。注:木材解剖学で,特に道管とそれらの構成

単位である個々の細胞 (道管要素)を区別するのに用

いられる。

y6so,DOrui‐ .同類要素 CongeneHC elementS.一 同じ解

剖学的類型の細胞。

y680,Jikuh6k6‐ .軸 方向要素 Axial elcmcnts(Syn.

Ve饉Cal elementS(不 賛))・ ―木材解剖学で,放射組織

細胞以外のすべての細胞に対して用いる便宜上の用

y680,S6kaij6‐ hairetsu‐ .層階状配列要素 StOried ele‐

mentS.―接線面で見た場合に層状に配列した細胞。

Yten‐ hekik6.有縁壁孔一→Hekik6.

Ynen‐ hekik6‐tsui.有縁壁孔対―→hekik6tsui,YOen‐ .

Yik6‐zai。 有孔材――→zai,YOk6‐ .

Yu‐saih6.油 細胞 Oil CeH.― 放射柔組織または軸方向

柔組織中の特殊化した細胞で油を含む;典型的なもの

は外形が円味を帯びる。注:木本の双子葉類に限られ,

内容物以外の点では粘液細胞に似ている。

Zal.材 WOOd(Syn.Xylem).― 茎および根の強度およ

び水分通導に主として役立つ組織。通水要素を有する

のが特徴である。

zai,Asshuku‐ ate‐ . 圧 縮 あ て 材 COmpreSSiOn W。 。d

(Syn.Glassy wood,Hard streak,Red wood,Rotholz)

一典型的には針葉樹の枝あるいは傾斜 。弯曲した幹の

下側にできるあて材で,解剖学的には横断面が円味を

持ち,細胞壁にらせん状の裂目を有する極端に木化さ

れた仮道管の存在が特徴である;圧縮あて材の帯は,

典型的には周囲の組織に比して密で濃色である。 げ .

zai,Hippari‐ ate‐ .

zal,A"‐.ぁて材 Rcaction wood.― 幹や枝を元来の正

しい位置に保持しようとするために,その正しい位置

が乱された場合に,傾斜あるいは弯曲した幹および枝

の部分にできる多少とも特異な解剖学的性質を示す木

部。注:広葉樹類では引張あて材となり,針葉樹類で

は圧縮あて材となる。

Zai,Ban‐.晩材 Late wood(Syn.Autumn wood(不 賛),

SummCr WOOd).一生長輪の中で密度が高く細胞が小

さく,生長期の後半に形成された部分 (IAWA)。
訳注 :Syn.夏材,秋材。

zai,Ⅱankank6‐ . 半 環 子L材
・ Semi‐ ring‐ pOrOuS WOOd・

―早材が(a)偶発的な大きい道管の帯,ま たは(b)多数

の小道管の帯によって確認される材。

Zai,Ⅱ ippari‐ate‐ . 引 張 あ て 材 TenSiOn WOod(Syn・

Zugh012).―典型的には広葉樹の枝あるいは傾斜 。弯

曲した幹の上側にできるあて材で,解剖学的には繊維

の細胞壁の木化の欠如,お よびときに内側に膠質層の

存在が特徴である。げ.zai,Asshuku‐ ate‐ .

zai,Ik6‐.移行材 Intermediate WOOd.―辺材の最も内

側で,色やその他一般的性質が辺材と心材の中間的な

部分。

zai,Ka‐.夏材 Summer WOOd。 一 ―)Zai,Ban‐
.

zai,Kank6‐ .環孔材 Ring‐ porous wO。こ―早材の道管

が晩材のそれよりも明らかに大きく,著 しい帯あるい

は輪を形成する材。σ∫.Zai,SankO‐ (BSI修 )。

zal,Muk6‐ .無孔材 Non‐Pored wOod(Syn.Non‐ pOrOus

*〔〔腔〕〕
**〔〔飾〕〕
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WOod(不賛)).―道管を欠 く材 ;針葉樹材の特徴。げ .

zai,Ytk6‐ .

zai,Sank6‐ .散孔材 Di“ use‐ porous wood.一 生長輸全

体にわたって道管の大きさおよび配列がほぼ一様かあ

るいは,ご くゆるやかな変化 しか見せない材 (IAWA)。

Zal,Sh“ . 1欧沐オー ー>Zal,Ban‐
.

Zai,Shun‐ . 春材 Spring wood.一 ―〉zai,S6‐ .

zai,S6‐.早材 Early wood(Syn.Spring wood).一生長

輪の中で密度が低 く,細胞が大きく,生長期の始めに

形成された部分 (IAWA)。 訳注:Syn.春材.

zai,Yik6‐ 。 有 孔 材 POred WOOd(Syn・ POЮ uS WOod

(不賛)).―道管をもつ木材 ;針葉樹材に対比した場合

に広葉樹材の典型。

Zainai‐Shibu.材内師**部一 →Shibu,Zainai‐ .

ZeraChin‐ Sen'iゼ ラチン繊維― →Sen'i,ZeraChin‐ .

Zui.髄 Pith.―茎 (幹)の 中心部で主 として柔組織から

なる (BSI)。

Zuihan. i競 11妊|― ―→PiSufurekku.

Zuihan‐ j“OShiki. 随伴柔糸目湘詭一 ―→jtSOShiki,Zuihan‐ .

Zuihan‐ SanZai‐

'80Shiki. l賄

I伴散在柔組織― ―→jtSoShi‐

ki,Zuihan‐ sanzai‐ .

ZuiSen.髄線一 ‐→HOSha・ SOShiki.

Ⅱ 英 和 の 部

Apical meristem.  ChOtan― bunretSu‐SOShiki 頂端分

裂組織

Awn. On ォーン

Bark.   Juhi 樹皮

Bark,early.   S6‐ juhi .早梅1皮

Bark,hard.  K6‐ juhi 硬樹皮

Bark,inner. Na巧 uhi 内樹皮

Bark,late. Banluhi  晩樹皮

Bark,Outer.  Gai‐ juhi 外樹皮

Bark,sOft. Nan‐juhi  軟樹皮

Bar(s)of Sanio. Sanio‐sen サニオ線 (廃 )

Brachysclereid.  SekisaihO 石糸剛泡

callitrisoid,callitrOid thickeningo     Karitoris‐ gata‐

hik6.  カリトリス型月巴厚

cambial initial.  KeiseisO‐shigenosaih6 形成層始

原細胞

cambial zOne. KeiseisO‐ tai 形成層帯

cambium(vascular cambium). KeiseisO 形成層

cambium,cOrk. Koruku‐ keiseiSO コルク】多′戎層

Cambium,storied. SOkaij。‐keiSeiS。 層階状形成層

Cell.  Saih。  細胞

Cell Wall.   SaihO‐ heki ′田1包Eと

Primary. IChiji‐ heki 一次壁

Secondary. Niji‐ heki 二次壁

Tertiary. Saniheki 三次壁

Cell Wall CheCk.   Saih6‐ heki nO Sakeme 細 月包:壁の

裂 目

(〕hambered crystalliferous cell.     
′
I｀ ashitsu‐ kessh6‐

Saih。 多室結晶細胞

Companion cell. HanSaih。  伴細胞

COniunctive tissue.  Ketsug6‐ jisoshiki 結合柔組織

COrk.   Koruku コルク

C。■eX. HiS6 皮層

Crassula(e). Kurasure クラスレー

CrOss‐leld.  Bun'ya `分 野予

Crystal. KesshO 結晶

Acicular. ShinshO 針晶 《針状結晶①》

Crystal sand.   SaShO 砂晶

E)ruse.    ShOsh6 集晶

Raphid(c), raphis,pl. raphides.    SOkush6 凍:晶

Styloid.   ChishO オ主晶

crystanifeЮ us cen. Kessh6‐ saihO 結晶細胞

c)rystalliferous cell, chanlbered      
′
rashitsu_kessh6_

Saih。 多室結晶細胞

Druse. ShOshO 集晶

Element. Y6so 要素

Elements,axial. JikuhOk6‐ yOso 車由方向要素

Elcmcnts,cOngeneric.  DOrui‐ ,so l司類要素

Elements,storied. SOkalJ6‐ hairet瓢‐y6so 層階状配

列要素

Elements,ve面 cal. JikuhOk6‐ yOso 軸方向要素

End wall.   Mattan‐ heki 末端壁

End wall,nodular.  Juzuj6・ mattan‐heki じゅず状

末端壁

Epidermis. Hy6hi 表皮

Epithelial ceH. Episeriumu‐saih6エ ピセリウム細胞

Epithelium.  Episeriumu エピセリウム

Fibre,Fiber(Am.). Sen'i 繊維

Fibre,bast.  Jinpi‐ sen'i じん皮繊維

Fibre,gelatinous. Zerachin‐ Sen'i ゼラチン繊維

(Syn.膠質繊維)

Fibre,intermediate.  Chikan‐ Sen'i 中間繊維 (廃 )

Fibre,libriform wood. ShinSei‐ mOku‐ Sen'i 真正本

繊維

Fibre,mucilaginous.  ZeraChin‐ Sen'i ゼラチン繊維

(Syn.膠質繊維)
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Fibre,septate wood.   Kakuheki‐ moku‐ sen'i FttEと

木繊維

Fibre,substitute. DalyO‐ sen'i 代用繊維 (廃 )

Fibre,wood. Mokubu‐ sen'i 木部繊維

Fibre,tracheid.  Sen'ij6‐ kadokan 繊維状仮道管

Fibril.   Fiburiru フィブ
｀
リル

Fibril angle. Fiburiru‐keikaku フィブリル傾角

Fusiform(cambial)initial. Bosuikei― shigen― saih6

紡錘形始原細胞

Fusiform parenchyma cell.   BOsuikei‐ jtsaiho ,防像垂

形柔細胞

Fusiform ray. BOsuikei‐hosha‐ sOshiki 紡錘形放射

組織

Gelatinous ibre. Zcrachin‐sen'i ゼラチン繊維

(Syn.膠質繊維)

GЮwth laycr. SeichOs6 生長層

Growth ring. seichorin 生長輪

GЮwth ring boundary. Seich6rin‐ kai 生長輪界

Gum duct. GomudO ゴム道

HeanwOOd. ShinZai 心材

IIctcrogcncous ray tissue.     Isei‐ hOsha‐ soshiki‐ gata

異性放射組織型

IIomogeneous ray tissue.    :Dosei‐ hosha‐ sOshiki― gata

同性放射組織型

IdiOblaSt・  Ikei・ SaihO 異形細胞

Indenture. IndenCha インデンチャー

Inhal,cambial. Keiseiso‐ shigen_saiho形 成層始原

細胞

Initial, ray・     H6Sha‐ SOShiki‐Shigen‐ Saih6  放射糸:ユ織

始原細胞

InterCellular Canal・     SaihokandO  細胞間)首

InterCellular Canal,radial・     Suihei‐ SaihOkandO 水平

細胞間道

InterCellular Canal,traurnatic.    Sh6gai‐ saihOkand0

傷害細胞間道

InterCellular CaVity・   SaihOkankO 細胞間こう〔〔腟〕〕

InterCeHular layer・  SaihOkanS。  細胞間層《中層③》
InterCeHular SpaCe・  Saihokangeki 細胞間げき

SeCretOry・    BunpitSuSei〔 Saihokangeki〕  分 泌 性

〔細胞間げき〕

Non‐secretOry.  Hibunpitsusei〔 saihokangeki〕 非

分泌性 〔細胞間げき〕

Intermediate WOOd・   Ik。 ‐Zai 移 行 材

InterStitial SpaCe・    HibunpitSuSei‐ SaihOkangeki 非

分泌性細胞間げき

Lamena,compound middle. FukugO‐saihOkansO ,複

合細胞間層

Lamena,middle. Saih6kans6 細胞間層 《中層①》

Latex canal. Hosha‐ nyokan 放射乳管

Latex trace.   Nytseki 乳跡

Latex tube.   Hosha・ nyokan 放射諸管 (乳管(口))

Laticifer. NyOkan 乳管

Lenticel. HimOku 皮日

Longitudinal wall.    SOkuheki {員 ll壁

Lumen,pl.lumina. Saiho_nalk6 1細 胞内こう〔〔腟〕〕

LysigenOus. Hasei〔 nO〕 破生〔の〕

Medullary ray.   Ichiji‐ hosha‐ sOshiki 一次放射組織

《放射組織③》

Meristem. Bunretsu_sOshiki 分裂組織

Meristem,apical.   Chotan_bunretsu_soshiki 頂端分

裂組織

Metaxylem. KOsei‐ mOkubu 後生本部

Middle lameHa. saihokanso 細胞間層 《中層0》

Mucilage ceH. Nen'eki‐ saih6 粘液細胞

NOdular cnd wall.   Juzujo_mattan_heki じゅず1大末

端壁

Oil ccH. Yu‐ saih6 油細胞

ParenChyma・  JOSOShiki 柔 組 織

ParenChyma,abaxial. Gaisoku‐ b6j6‐ jOsoshiki 外側

帽状柔組織

Parenchyma,adaxial.    Naisoku‐ b6j6‐ jOsoshiki 内側

帽状柔組織

ParenChyma,aliform. Yokuj6‐ iasoshiki 翼状柔組

織

Parenchyma,apotracheal.    :Dokuritsu‐ jisOshiki  ろ虫

立柔組織

ParenChyma,aXial. JikuhOk6‐iOsoshiki 軸方向柔

組織

ParenChyma,banded・    Obij6‐jOSOShiki '帯
I太昇さ糸巳織

ParenChyina,con■ uent.  Reng6‐yokujo‐ jtsOshiki 連

合翼状柔組織

ParenChyma,di∬ uSe・  SanZai‐ jtSOShiki 散在柔組織

Parenchyma,diffuse‐ in‐aggregates.    
′
ran_sesseni。 _jt_

SOShiki 短接線状柔組織

Parenchyma,disjunctive. Risetsu‐ jasOshiki 離接柔

組織

ParenChyma,initial・   IniShiarul■ SOShiki イニシア

ル柔組織

ParenChyma, 10ngitudinal・     Jikuhok。 ‐jiSoShiki 車由

方向柔組織
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Parenchyma,lmetatmcheal. Dokuritsu‐ obij6‐jOsoshiki

独立帯状柔組織

Parenchyma,paratracheal.  Zuihan‐ itsoShiki 随伴

柔組織

ParenChyma,phIoem. Shibu・ jiSOShiki 
師 部 柔 組 織

〔〔飾〕〕

Parenchyma,ray.H6Sha― jOSOShiki 放 射 柔 組 織

Parenchyma,reticulate. Amij6‐ jOsoshiki 網状柔組

織

Parenchyma,scalariforin.  Kaidan‐ jOsoshiki F皆 1斐

柔組織

Parenchyma,scanty paratracheal.     Zuihan‐ sanzai‐

jiSOShiki 随伴散在柔組織

Parenchyma,terminal. Taminal・ jisOshiki ターミ

ナル柔組織 (Syn.年輪状柔組織)

Parenchyma,traumatic. Shogal・ jiSOShiki 傷害柔組

織

Parenchyma,unilaterally paratracheal.    B6j6‐ jOso‐

Shiki 帽状柔組織

ParenChyma,VaSiCentriC. Shai‐ itSoShiki 周 囲 柔 組

織

ParenChyma,VertiCal.    Jikuhok。 ‐itSOShiki 車由:方向

柔組織

Parenchyma,wOOd. Mokubu‐jisoshiki 本部柔組織

Parenchyma,wound. Shogai‐ jiSOShiki 傷害柔組織

Parenchyma,xylem.  Mokubu‐ jOsoshiki 木:部柔糸且

織

Parenchyma cell,fusiform.   B6suikei‐ jOsaih6 るあ錘

形柔細胞

Parenchyma ceH,septate.  Kakuheki・ jtsaih6 隔壁

柔細胞

Parenchyma strand.  JOsaih6‐ sutorando 柔細胞ス

トランド

Perforation,multiple. Tak6‐ senkO 多孔せん孔

Perfomtion,Simple. Tan‐ Senk。 単せん孔

PerfOratiOn,vessel. DOkan‐ senkO 道管せん孔

Perforation,plate. Senk6ban せん子L板

I)erfOratiOn plate, eplledrOid.     MaOgata‐ senkOban

マオウ型せん孔板

PerfOratiOn plate,reticulate. Amij6‐ senk6ban i網状

せん孔板

PerfOratiOn plate,scalarifOrm.    Kaidan‐ senk6ban

階段せん孔板

Perforation rim. SenkOen せん孔縁

Periderm. Shthi 周皮

Phellem.   Kbruku‐ SOShiki コ ル ク 糸巳織

PheHoderm. Komku‐hiSO コルク皮層

Phenogen. Koruku‐ keiseiSO コルク形成層

PheHOid ceH. Feroido・ saihO フェロィ ド細胞

Phloem. Shibu 師部 〔〔飾〕〕

Phloem,included. Zainai‐ Shibu 材内師部〔〔飾〕〕

Concentric.   [)Oshingata〔 zainai‐ shibu〕  1司′らヽ型

〔材内師部〕

Foraininate.    Sanzaigata〔 zainai‐ shibu〕  散1在型

〔材内師部〕

Ph10em,internal. Naibu‐ shibu 内部師部〔〔飾〕〕

Phloem,primary. Ichiji‐shibu 一次師部〔〔飾〕〕

Ph10em,secOndary. Niji‐ shibu 二次師部〔〔飾〕〕

Phloem mother ceH. Shibu‐ bosaih6 師部母細胞

〔〔飾〕〕

Ph10em ray. Shibu‐ h6sha‐ soshiki 師部放射組織

〔〔飾〕〕

Pit.  Hekik6 壁孔 (Syn.紋孔)

Blind.   M6‐ hekik6 
‐
盲壁孔

BOrdered.   Yten‐ hekikO 孝千縁坦蓄1孔 (Syn.重 1豫文子し)

CupressOid.   IIinokigata‐ hekikO ヒノキ型壁
=L

FenestrifOrm. Madoj6‐ hekik6 窓1状壁子L

Half_bOrdered.  Han'en‐ hekik6 .半縁壁子L(Syn.

半重紋孔)

Linear.    Senkei‐ hekikO あ泉刀多‐昌畜子L

Piceoid.   
′
rOhigata‐hekik6  トウヒ型墜

=7L
PinOid. IMatsugata‐ hekikO マツ型壁孔

Ramiform. Bunki・ hekikO 分岐壁孔

Simple. Tan・ hekik。 単壁孔

Taxodioid.    Sugigata‐hekikO  .ス ギ型壁孔

Vestured.  Besuchado■ ekik6 ベスチャー ド壁孔

ⅥZindOw■ ike.  Madoj6‐hekik6 窓状 壁:子L

Pit aperture.   :K6kO 子し日 (Syn.開ロー廃)

cOalescent.  Ketsug6‐ kOk6 癬暑針子L口

Extended.  Rinshutsu‐ k6kO 輸出子L口

Included.  Rinnai・kOkO 輪内孔口

Inner.  Nai‐ kOk6 内子し口

Lenticular. Renzuj6‐ kOkO レンズ状孔口

Outer. Gai‐k6k6 外孔口

Pit boder. Hekik6-en 壁孔縁 《へ り〔膜孔の〕⑬》

Pit canal.   Hekik6‐ dO 壁子L道 (Syn.紋 :7L溝‐―,廃 )

Pit cavity.  Hekik6‐ 16 1壁:子Lこ う〔〔月室〕〕

Pit chamber.  HekikO‐ ShitSu 壁孔室 《室〔膜孔の〕

⑬》

Pit nlcmbrane.   HekikO‐ heki 壁子L壁,Hekik6‐ maku
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壁孔膜 《閉鎖膜0》

Pit‐■eld,primary・  IChiji‐ hekik。‐iki 一次壁孔域

Pit‐ pair.   Hekik6‐ tsui 壁孔対

Pit‐ pair,aSpirated・  HeiSOku‐ hekikO‐ tSui 閉 そ く壁

孔対

Pit‐ pair,bodered. Yten‐ hekikOtsui 有縁壁孔対

Pit・ pair,half‐bOrdered・  Han'en‐ hekik。‐tSui 半縁壁

孔対

Pit‐ pair,Simple. Tan‐ hekik6■sui 単壁孔対

Pith・   Zui 髄

Pith ray・     IChji‐hOSha‐ SOShiki  一 次 放 射 組 織

Pith neCk.   PiSufurekku ヒ
°
ス フ レ ッ ク (Syn.骨造り霊

―廃)

Pitting・    HekikO(SOnZai tO hairetSu)壁 子L(存在

と配列)

Pitting,alternate.    KogO‐ hekik6 z交 |コ王E産子L

Pitting, CrOSS‐ leld・    lBun'ya‐ hekik。   分野1壁孔

Pitting, intervascular.    :DOkan‐ sogO‐hekiko 道奪争相

互壁孔

Pitting,OppOSite・     
′
I｀ airetSu‐ hekik。  ヌ寸夕1」昌瞥子L

Pitting,ray‐ vessel.    1)Okan‐ hOsha‐ soshiki‐kan・ hekik6

道管放射組織間壁孔

Pitting,scalariform.  Kaidan‐ hekiko 階段壁 L

Pitting,sieve. FumijO‐ hekikO ふるい状壁孔〔〔飾〕〕
Pitting,unilaterally cOmpound.    Henpuku_hekiko

片複壁孔

Pore. Kando 管孔

Pore,solitary. Ko血 su‐kank6 孤立管孔

Pore chain. Kusarij6‐ kankO 鎖状管孔

POre CluSter.  ShOdan‐ kank6 集団管:『L

Pore multiple. Fukugo■ank6 複合管孔

PЮ SenChyma・   BoSui‐ SOShiki ttξ

`睡

1剰琳哉

ProtoPlast.   Genkeishitsu・tai 原形1質体
PrOtoxylem.  Gensei‐ mokubu 原生ラ村部
Radial pOre m■ ltiple.   HOsha_fukug6‐ kankO  放射

複合管孔

Radial parenchyma.  HOsha_jisoshiki l放 射柔組織

Raphid(es).  sOkush6 束晶

Ray. Hosha‐sOshiki 放射組織 (Syn.髄線,射出線)

Ray,heteЮ geneOus. Isei_hOsha_sOshiki 異性放射

組織

Ray,homogeneous.   Dosei‐h6sha‐ soshiki l司 1生放

射組織

Ray,heteЮ cenular.  Ikei_hOsha_soshiki 異形放射

組織

Ray,hOmocellular. DOkei‐ hOsha・ soshiki 同形放

射組織

I‐IeterOgeneous ray tissue.    Isel_hosha‐ sOshiki‐gata

異性放射組織型

IIomogeneous ray tissue.    D6sei‐hoslla‐sOshiki‐ ga・

ta 同性放射組織型

Ray,aggregate.    Shigo_hosha_sOshiki 集‐合放鵜 :且織

Ray,fusifOrm. Bosuikei_hosha_sOshiki 紡0重形放射

組織

Ray,multiseriate. Taretsu_hosha_sOshiki 多列放射

組織

Ray, ph10enl.    shibu‐ hosha_soshiki  自F畜ζ方支身寸糸巳織

〔〔飾〕〕

Ray,primary. Ichiji.hosha_sOshiki _次 放射組織

Ray,secondary. Niji‐ h6sha‐ soshiki 二次放射組織

Ray,uniseriate. Tanretsu_hosha_soshiki 単列放射

組織

Ray,wOOd Or xylem.   MOkubu‐ hosha_sOshiki 木部

放射組織

Ray cell,prOcumbent.  Heifuku_saih6 .平伏細胞

(Syn.横臥細胞 )

Ray cen,square. Hokei.saiho 方形細胞

Ray cen,upright. chOkuritsu_saihO 直立細胞

Ray crOssing. Bun'ya 分野

Ray initial.    H6sha‐ soshiki‐ shigen‐ saih6  放射組織

始原細胞

Ray parenchyma. Hosha.jisOshiki 放射柔組織

Ray tracheid.  Hosha_kadOkan i放射仮道管

Resin canal.   Jushido 樹脂道 (Syn.オ封月旨,簿)

Rhytidome. Richidomu リチ ドーム

Ring,annual. Nenrin 年輪

Ring,diSContinuous growth.   F｀ urenzOku‐ seichOrin

不連続生長輪

Ring,double(Or inultiple).   Jinenrin i重年輪

Ring,drOught.  Kanrin i乾 輪

Ring,false annual. Ginenrin 偽年輪

Ring,f,Ost. sorin 霜輪

Ring,grOwth.  seichorin i生 す尋輸

Ring,traumatic. shogairin 傷害輪

Ring bOundary,grOwth. seichOrin■ ai 生長輪界

RipewoOd.  Jukuzai 熟材

Ripple marks. Rippurumaku リップルマーク(Syn.

波状紋―廃 )

Sand,CryStal・     SaSh6 砂晶

SapWOOd・    HenZai 辺材
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Sapwood,included.   Naibu‐ henzai 内部辺材

Scalloped torus.  KyOshij6‐ torus きょ
‐
歯状 トールス

Schizogenous. Risei〔 n。〕 離生 〔の〕

Schizo‐ lysigenous. Rihasei〔 nO〕 1雑破生 〔の〕

SClereid.  SukurereidO スクレレイ ド

SClerOtiC CeH.  SukurereidO ス ク レ レイ ド

Sheath Cell・    Saya‐ Saih。  さや細胞

SieVe area.    Shilki 師域 〔〔飾〕〕

Sieve cell.    Shi‐ saih6  師細胞 〔〔飾〕〕

SieVe plate.    Shiban 自市為反|〔 〔響市〕〕

SieVe tube.    Shikan  師管 〔〔飾〕〕

SieVe tube member. Shikan‐ yoSO 師管要素〔〔飾〕〕

SOft tiSSue.  JOSOShiki 柔 糸ユ織

Spiral thickening.  Rasen‐ hik6 らせん月巴厚

StOne Cell.   Seki‐ Saih0 7=細 胞

StOried(StOreyed).    SOkaij6 '習 ‐
階状

Styloid.  ChishO オ主晶

Tile cen. Tairu‐ saih6 タイル細胞
′
I｀orus.    

′
I｀6ruSu  トールス

´
I｀ rabCCula, pl. 

′
rrabeCulae.    

′
rOrabCkyure  トラ ミ́キ

ュ レー

TraCheary elementS.  TSiSui― yOSO 通 水 要素

Tracheid. KadOkan 仮道管

Tracheid,disjunctive. Risetsu‐ kadOkan 離接仮道管

TraChCid,■ bre. Sen'ijO‐ kadOkan 繊維状仮道管

TraCheid,ray. HoSha‐ kadOkan 放射仮道管

Tracheid,septate. Kakuheki― kadOkan 隔壁仮道管
′
I｀racheid, septate ibre.    Kakuheki‐ sen'ij6‐ kadOkan

隔壁繊維状仮道管

Tracheid,Strand.  SutOrandO‐ kadOkan ス トランド

仮道管

Tracheid,vascular.DOkaniO‐kadOkan道管状仮道管

TraCheid,VaSiCentriC. ShOi‐ kadOkan 周 囲 仮 道 管

TranSverSe Wall. Suiheiheki 水平壁

Traumatic ring. Shogairin 傷害輪

Ty10sis,pl.tyloses. ChirOsu チロース

Ty10sis,sclcrOtic. K6heki‐ chir6su 厚壁チロース

Tylosoid.  Chirosoido チロソイ ド

vessel. DOkan 道管

Vessel member or element. DOkan‐ yOso道管要素

vessel member or element,■ briform.  Sen'ijo・ do・

kan‐ yOSO 繊維状道管要素

vessel perforation. DOkan‐senkO 道管せん孔

WoOd.    Zai 本オ

wOOd,cOmpressiOn. Asshuku‐ ate‐ zai 圧縮あて材

Wood,dluse‐ porous.    Sank6‐ zal :散孔材

WOOd, early.    S6‐Zai  早材

WOOd, intermediatC.    IkO‐ Zai  澤多イテ本オ

WOOd,late.   Ban‐ Zai 晩材

Wood, non‐ pored.    MukO‐ zai  l無 孔材

Wood,pored.  YOk6‐ zai 有子L材

WOOd,primary.  IChiji‐ mokubu 一 次 本 部

Wood,reaction. Ate‐ zai ぁて材

Wood,ring‐ pOrous.  :Kank6・ zai 環7L材

WOOd,Semi・ ring‐pOrOuS. Hankank。 ‐Zai 半環孔材

WoOd,Spring.  Shun‐ Zai 春材

Wood,summer. Ka‐ zai 夏材 (Syn.秋材)

WoOd,tenSiOn. Hippari‐ ate‐ Zai 引 張 あ て 材

Xylem. Mokubu 木部

Xylem,primary.  IChiji‐ mOkubu 一 次 木 部

Xylem,secondary. Niji‐ mokubu .二 次木部

Xylem mother ceH. Mokubu・ bosaih6 木部母細胞

注 1:方 向を定義す る用語。

Transverse,axial,radial および tangential ヤま幹|ま

たは枝の軸に対する関係位置 として用い られ る。従 っ

て,古 い用語集 (1933)に 出て きた VedCalは axial

に置 きかえ られた。解離 した細胞な どのよ うに,個 々

の細胞に関 して幹 (ま たは枝)の軸 との関係位置が不

明あるいは重要でない場合がある。 この場合に,そ の

細胞 自身の長軸 との関係位置によって,end wallお よ

び longitudinal wallと い う言葉が用い られ る。図を

参照せ よ。

注 2:細胞壁の微細構造に関する用語。

この分野に関する知識は,電子顕微鏡の使用によっ

て急速な進歩を示 しつつあ り,今後数年 の間は術語 も

相当不安定な状態が続 くと思われ る。そ こで,こ のよ

うな用語はすべてこの用語集か ら除外 し,光学顕微鏡

によって認め得 る状態に関する用語だけを載録するこ

ととした。

水平壁
Transverse 、″all

末端壁
End wa‖

側壁
Longitudina! 、″alis

‘ａ
＝

・ｌａ

Ｗ

Ｒ
´

放射壁

Tlangentiai(aXia:)Wall

接線壁

切片の場合 解離細胞の場合

細胞壁の関係位置に関する用語


